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(

一)

防
災
、
防
犯
等
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

(

二)

少
子
高
齢
化
に
よ
る
過
疎
・
辺

地
地
域
の
支
援
強
化

(

三)

情
報
格
差
解
消
に
向
け
た
地
域

情
報
化
の
推
進

(

四)

自
助
、
共
助
、
公
助
に
よ
る

｢

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想｣

の
推

進

(

五)

人
口
減
対
策
と
多
文
化
共
生
社

会
の
創
造

(

六)

保
育
環
境
の
充
実
等
子
育
て
支

援
対
策

(

七)

学
校
規
模
適
正
化
と
教
育
環
境

の
整
備
充
実

(

八)

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
対

策
の
強
化

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
今
後
一

段
と
厳
し
い
局
面
が
続
く
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
の
施
策

の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
行
政
を

取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

施

策

●
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口

市
役
所
に
来
庁
さ
れ
る
全
て
の
方
々

に｢

わ
か
り
や
す
く｣

、｢

使
い
や
す
く｣

、

｢

心
地
よ
く｣

、
そ
し
て

｢

手
続
き
が
早

く
終
わ
る｣

そ
の
よ
う
な
窓
口
を
目
指

し
て
、
本
年
４
月
か
ら

｢

ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
総
合
窓
口｣

を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

す
。｢

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口｣

と
は
、

手
続
き
等
を
、
可
能
な
限
り
、
最
初
に

お
掛
け
頂
い
た
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
全

て
済
ま
せ
る
こ
と
を
基
本
に
し
た
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
ご
案
内
や
申
請
書
の
記
入

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
う

｢

フ
ロ
ア
・
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー｣

も
配
置
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
幹
線
道
路
網
の
整
備

中
断
し
て
お
り
ま
し
た
一
般
県
道
、

原
田
〜
吉
田
線
の
う
ち
、
未
整
備
区
間

印
内
〜
山
部
間
２
・
７
ｋ
ｍ
の
区
間
の

改
良
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
地
域
高
規
格
道
路

｢

東
広
島

高
田
道
路｣

に
つ
き
ま
し
て
は
、
向
原

町
正
力
地
区
の
用
地
買
収
、
物
件
補
償

を
進
め
る
と
と
も
に
、
吉
田
側
の
江
の

川
橋
梁
下
部
工
の
着
手
に
向
け
た
事
業

推
進
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
公
共
交
通
体
系
の
整
備

昨
年
10
月
に
市
内
全
域
を
対
象
と
し

た｢

お
太
助
ワ
ゴ
ン｣

、｢

お
太
助
バ
ス｣

、

｢

も
や
い
便｣

、｢

と
ろ
っ
こ
便｣

の
運

行
に
よ
る

｢

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム｣

を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。

移
動
手
段
を
持
た
な
い
お
年
寄
り
等

の
移
動
を
原
則
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の

運
行
と
し
、
市
民
の
通
院
や
買
物
等
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。
さ

ら
な
る
利
用
拡
大
に
向
け
て
周
知
徹
底

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
情
報
基
盤
の
整
備

光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高
速
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基

本
計
画
の
策
定
及
び
実
施
設
計
を
平
成

23
年
度
に
行
い
、
平
成
24
年
度
に
事
業

着
手
、
平
成
25
年
度
の
事
業
完
了
を
目

指
す
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴
地
域

の
完
全
解
消
に
向
け
、
難
視
聴
地
域
の

共
同
受
信
施
設
の
整
備
等
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

消
防
車
両
や
消
防
団
分
団
詰
所
、
防

火
水
槽
等
に
つ
い
て
計
画
的
に
整
備
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
１
１
９
番
通
報
に
対
し
、
的

確
に
発
信
地
情
報
等
が
把
握
で
き
る
通

信
指
令
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
初
動
体

制
の
確
立
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
自
主
防
災
組
織
の
一
層
の
設

立
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
災
害
資
器

材
購
入
の
支
援
や
防
災
訓
練
等
も
協
力

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
消
防
団
、
自

主
防
災
組
織
と
連
携
し
、
広
く
市
民
を

対
象
に
し
た
消
防
防
災
行
事

｢

安
芸

高
田
消
防
・
防
災
フ
ェ
ス
タ｣

(

仮
称)

を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
防
犯
対
策

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
平
成
23
年
度
も
青
色
回

転
灯
車
両
に
よ
る

｢

安
全
・
安
心
パ
ト

ロ
ー
ル｣

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
犯
灯
に
つ
き
ま
し
て
も
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

(

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド)

化
移
行
に
対
し

て
、
引
き
続
き
、
助
成
し
て
ま
い
り
ま

す
。

3

私
が
市
長
に
就
任
し
て
間
も
な
く
３

年
が
経
過
し
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
の
市
長
選
挙
に
お
い

て
、｢

地
域
格
差
の
な
い
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
施
策
の
実
行｣

、｢

市
民
の
声
を

大
切
に
し
、
市
民
の
誰
も
が
ど
こ
に
い

て
も
社
会
に
参
加
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り｣

を
掲
げ
、
多
く
の

市
民
の
皆
様
方
か
ら
の
ご
信
任
を
い
た

だ
き
、
本
市
二
代
目
の
市
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
来
、
約
３
年
間
、｢

市
民
の
た
め

の
市
政
の
推
進｣

を
念
頭
に
置
き
、

｢
責
任
と
実
行
力
の
あ
る
市
政｣

、｢

説

明
責
任
を
果
た
し
市
民
と
と
も
に
創
造

す
る
市
政｣
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を

傾
注
し
て
ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

と
り
わ
け
、
私
が
政
策
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
掲
げ
ま
し
た

｢
新
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム

(

お
太
助
ワ
ゴ
ン)｣

、｢

学
力
向

上
施
策｣

、｢

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想｣

等
に
つ
い
て
は
、
皆
様
方
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
前
市
長
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受

け
ま
し
た

｢

葬
斎
場
の
建
設｣

、｢

し
尿

処
理
場
の
整
備｣

、｢

統
合
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建
設｣

、｢

雇
用
促
進
住
宅
の
譲
渡｣

、

ま
た
、
市
長
就
任
以
降
に
発
生
し
ま
し

た
経
済
危
機
に
対
す
る

｢

景
気
・
雇
用

対
策｣

、｢

地
球
温
暖
化
防
止
対
策｣

、

｢

学
校
耐
震
化
対
策｣

等
々
に
つ
き
ま

し
て
も
、
解
決
ま
た
は
先
行
き
に
見
通

し
が
立
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
約
３
年
間
の
市
政
運
営

の
中
で
、
今
後
、
よ
り
一
層
強
力
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
見
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、

2

平成23年第１回安芸高田市議会定例会で浜田市長が発表

した本年度の ｢施政方針｣｡

市長就任から３年が経過し､ 平成23年度が任期１期目の

集大成の年度です｡ その予算編成にあたっては､ 本市を取

り巻く雇用情勢､ 経済情勢に鑑み､ １月開会の臨時議会で

可決いただきました緊急経済対策関連の補正予算と平成23

年度当初予算を一体的にとらえ､ 市民生活の安定確保を最

優先に予算編成に努めました｡

平成23年度
施施政政方方針針

★今月の表紙は……
船佐小児童､ 手打ちそばを体験！

(船佐小・高美園)

(訪問を楽しみに

されていたそうです)

船佐小の５年生が夏に種を蒔き､

広島北部農協のあきたかたそば部

会の方の協力で､ 大きく育て､ 収

穫しました｡ これをそば粉にして

もらい､ 高美園を訪問しました｡

おいしいそば店で有名な“一福”

の職人さんの指導で､ 高美園の入

所者といっしょに､ そば粉を捏ね､

伸ばし､ 細く切って､ 贅沢な麺に

しておいしく食べました｡

地
震
被
災
地
へ
支
援
を
！

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
に
、
国
・

県
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
出
来
る
限

り
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。



施
し
、
規
模
・
構
造
を
確
認
後
、
国
や

県
の
史
跡
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

本
市
に
練
習
拠
点
を
置
く

｢

サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島｣

や
湧
永
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部

｢

ワ
ク
ナ
ガ
・
レ
オ
リ
ッ
ク｣

へ

の
支
援
を
は
じ
め
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、

カ
ヌ
ー
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
等
、
特
色
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
Ｊ
ク

ラ
ブ

(

Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー
ム)

と
協
同
し

て
開
校
を
検
討
し
て
い
る｢

Ｊ
Ｆ
Ａ
サ
ッ

カ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー｣

の
本
市
へ
の
招
致

に
つ
い
て
、｢

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島｣

と
と
も
に
、
調
査
研
究
を
開
始
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
多
文
化
共
生
社
会
の
創
造

在
住
外
国
人
も
同
じ
地
域
の
住
民
と

し
て
お
互
い
に
認
め
合
い
、
共
に
地
域

づ
く
り
を
行
う
と
い
う
理
念
の
下
に
、

平
成
23
年
度
は
、｢

安
芸
高
田
市
多
文

化
共
生
推
進
プ
ラ
ン｣

の
策
定
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
結
婚
サ
ポ
ー
ト
事
業

既
に
３
組
の
結
婚
が
成
立
し
、
他
に

も
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
を
前
提
と

し
た
交
際
に
発
展
し
て
い
る
と
の
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

連
携
し
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
保
健
・
医
療
の
充
実

本
市
の
健
康
増
進
プ
ラ
ン

｢

健
康
あ

き
た
か
た
21｣

に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
展
開
し
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院
の

｢

休

日
・
夜
間
救
急
診
療
所｣

の
運
営
に
つ

き
ま
し
て
も
引
き
続
き
、
財
政
支
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
定
期
予
防
接
種
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
及

び
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
全
額
公

費
助
成
い
た
し
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
の
推
進

｢

障
害
福
祉
計
画｣

の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
障
害
者
の
自
立
支
援
を

目
的
に
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め

の
支
援
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
、
重
度
障
害

者
の
外
出
を
支
援
す
る
観
点
か
ら
、
お

太
助
ワ
ゴ
ン
の
利
用
が
困
難
な
方
に
対

し
、
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
を
行
う

｢

お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
交
付
事

業｣

を
新
規
に
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
毎
年
度
、
医

療
・
介
護
に
係
る
費
用
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

自
助
、
共
助
、
公
助
の
精
神
に
よ
る

｢

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想｣

を
充
実
推

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
構
想
は
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
や
自
主
防
災
の
一
翼
を
担
う
こ

と
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
広

く
市
民
に
普
及
啓
発
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

●
子
育
て
環
境
の
充
実

市
内
の
全
て
の
保
育
所
に
エ
ア
コ
ン

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
が
著

し
い｢

向
原
こ
ば
と
園｣

に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
度
の
事
業
着
手
に
向
け
、
整

備
方
針
・
運
営
手
法
等
に
つ
い
て
具
体

的
な
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、｢

認
定
子
ど
も
園｣

の

導
入
等
、
公
立
保
育
所
の
配
置
見
直
し

の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
も
、｢

公
立
保

育
所
規
模
適
正
化
推
進
計
画｣

に
基
づ

き
、
今
後
、
地
域
や
保
護
者
に
対
し
て

周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

必
要
時
に
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
け

る
こ
と
が
で
き
る

｢

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
事
業｣

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
22
年
度
に

｢

宿
泊
預
か
り｣

を
追
加

す
る
な
ど
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
対
応
で
き
な

い
病
後
児
の
一
時
預
か
り
に
対
し
、
平

成
23
年
度
は
市
社
協
吉
田
支
所
内
に

｢

病
後
児
預
か
り
施
設｣

を
新
設
し
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

●
環
境
保
全
対
策

現
在
、｢

環
境
基
本
条
例｣

に
基
づ

き
策
定
を
進
め
て
お
り
ま
す

｢

環
境
基

本
計
画｣

を
指
針
と
し
て
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
推
進
と
環
境
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

｢

太
陽
光
パ
ネ
ル
発
電
シ
ス
テ
ム｣

5

●
交
通
安
全
対
策

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
75
歳
以
上

の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、
免
許
証

の
自
主
返
納
を
促
進
す
る
た
め
の
助
成

事
業
を
新
規
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●
住
宅
対
策
の
充
実

向
原
町
市
営
向
ケ
丘
住
宅
跡
地
に
つ

き
ま
し
て
は
、
子
育
て
世
帯
や｢
婚
活｣

を
支
援
す
る
た
め
の
住
宅
団
地
と
し
て

整
備
し
、
定
住
を
図
る
事
業
の
一
環
と

い
た
し
ま
す
。

●
上
水
道
の
整
備

簡
易
水
道
八
千
代
給
水
区
の
水
量
拡

張
事
業
及
び
水
道
管
老
朽
化
更
新
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
美
土
里
町
横
田
地
区
の
簡
易

水
道
創
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
23

年
度
事
業
認
可
の
申
請
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

●
下
水
道
の
整
備

吉
田
処
理
区
の
公
共
下
水
道
事
業
並

び
に
八
千
代
処
理
区
の
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
整
備
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

し
尿
処
理
施
設｢

安
芸
高
田
清
流
園｣

に
つ
き
ま
し
て
は
、｢

循
環
型
社
会
形

成
推
進
地
域
計
画｣

に
基
づ
き
、
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
本
年
４

月
よ
り
本
格
稼
動
い
た
し
ま
す
。

●
新
葬
斎
場
の
整
備

平
成
23
年
度
よ
り
本
格
的
な
建
設
に

着
手
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
に
敷
地
造
成
及
び
本
体

工
事
に
着
手
し
、
平
成
25
年
４
月
か
ら

の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
地
域
振
興
会

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
葬
祭

行
事
な
ど
集
落
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

が
困
難
な
限
界
集
落
と
い
わ
れ
る
地
域

が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
平
成
23
年

度
は
、
こ
う
し
た
集
落
へ
の
対
策
を
検

討
す
る
た
め
、｢

ま
ち
づ
く
り
支
援
員｣

を
配
置
し
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

●
生
涯
学
習
の
推
進

向
原
地
区
の
文
化
活
動
・
生
涯
学
習

の
拠
点
と
な
る

｢

向
原
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー｣

(

仮
称)

を
整
備
す
る
た
め
、

平
成
23
年
度
は
実
施
設
計
及
び
用
地
取

得
を
行
い
、
平
成
24
年
度
に
建
設
着
手

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

●
学
校
教
育
の
充
実

平
成
22
年
度
に
策
定
し
た

｢

安
芸
高

田
市
教
育
振
興
基
本
計
画｣

に
基
づ
い

た

｢

安
芸
高
田
み
つ
や
協
育｣

の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
独
自
の
制
度
と
し
て
、

全
て
の
小
学
校
に

｢

学
習
補
助
員｣

を

配
置
し
、
き
め
細
や
か
な
指
導
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
市
内
全
小
中
学
校
が

少
年
自
然
の
家
を
活
用
し
て
、
小
学
校

５
年
生
が
３
泊
４
日
、
中
学
校
１
年
生

が
４
泊
５
日
以
上
の
通
学
合
宿
を
実
施

し
、
近
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
体
験
不
足
に
よ
る
課
題
を
補
い
、

豊
か
な
心
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
学
校
規
模
適
正
化
の
取
り
組
み

平
成
22
年
度
に

｢

学
校
規
模
適
正
化

推
進
計
画｣

を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成

23
年
度
か
ら
は
、｢

教
育
効
果
を
高
め
、

将
来
展
望
に
立
っ
た
教
育
行
政｣

を
実

現
す
る
た
め
、
保
護
者
説
明
会
等
を
開

催
し
、
小
中
学
校
の
適
正
な
規
模
及
び

配
置
の
取
り
組
み
に
着
手
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
学
校
耐
震
化
対
策

平
成
20
年
度
か
ら
計
画
的
に
耐
震
第

２
次
診
断
及
び
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、｢

学
校
規
模
適
正

化
推
進
計
画｣

と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
完
全
給
食
の
実
施

３
、
１
０
０
食
を
供
給
す
る

｢

安
芸

高
田
市
給
食
セ
ン
タ
ー｣

の
完
成
に
よ

り
、
本
年
４
月
よ
り
市
立
保
育
所
、
幼

稚
園
及
び
小
中
学
校
を
対
象
と
し
、
一

部
業
務
の
民
間
委
託
に
よ
る
効
率
的
な

運
用
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な

給
食
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

●
文
化
財
の
保
護

４
世
紀
後
半
の
県
内
最
古
級
の
古
墳

と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
甲
田
町
の

前
方
後
円
墳

(

甲
立
古
墳)

の
試
掘
調

査
を
、
引
き
続
き
、
平
成
23
年
度
も
実

4



7

光
回
線
・
光
フ
ァ
イ
バ
と
い
う
言
い
方
も
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
一
度
は
こ
の
言
葉
を
聞
か
れ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
新
聞
、
雑
誌
い

ろ
い
ろ
な
機
会
に
目
や
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
23
年
度
、
こ
の
光

回
線
の
整
備
を
す
る
た
め
の
計
画
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
が
、｢

難
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

な
ん
じ
ゃ
な
い
の
？｣

こ
ん
な
感
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
詳
し
い
方
は
、
御
自
分
で
情
報
収

集
さ
れ
よ
く
御
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
光
回
線
、
光
フ
ァ
イ
バ
に
関
す
る
用
語
は
意
味
が
よ
く
分
か

ら
ず
、
理
解
し
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
光
回
線
が
日
々
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
は
、
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
少
し
難
し
い
で
す
が
、
今
回
は
、
み
な
さ
ん
に
 

光
回
線
・
光
フ
ァ
イ
バ
 

の
こ
と
を
特
集
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
専
門
用
語
を
で
き
る
だ
け
簡
単
な
言
葉
に
し
て
い
ま

す
の
で
、
少
し
正
確
で
は
な
い
部
分
が
あ
る
こ
と
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
光
回
線
の
利
用
で
み
な
さ

ん
に
一
番
身
近
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

話
し
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

近
年
、
普
段
の
生
活
の
中
で
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
良
い
こ
と
、
悪

い
こ
と
、
い
ろ
ん
な
事
を
耳
に
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な

い
方
に
と
っ
て
は

｢

何
の
こ
と
？｣

と

思
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
前
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は
、
世
界
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
つ
な
ぎ
、
お
互
い
に

情
報
交
換
で
き
る
よ
う
に
し
た
巨
大
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
で
す
。
こ
の

 

つ
な
ぐ
 

方
法
に
は
い
く
つ
か
の
方

式
が
あ
り
、
光
回
線
も
そ
の
う
ち
の
ひ

と
つ
で
す
。

将将将将
来来来
へへへ
向向向
けけけ
ててて

光光光
回回回
線線線
ををを
整整整
備備備
ししし
ままま
すすす

特特集集
の
助
成
制
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

●
農
林
水
産
業
の
振
興

農
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、｢

地

域
農
道
舗
装
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業｣

に

対
す
る
要
望
が
依
然
と
し
て
強
い
た
め
、

継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

シ
カ
、
猪
等
の
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
捕
獲
班
の
高
齢
化
が
顕

著
に
な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
後
継
者
育

成
の
観
点
か
ら
狩
猟
免
許
取
得
に
つ
い

て
は
、
取
得
申
請
に
必
要
な
費
用
を
助

成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
野
菜
等
の
生
産
拡
大

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
と
連
携
し
て
給
水
・

加
温
設
備
を
持
つ
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
施
設

を
平
成
23
年
度
に
整
備
し
、
産
地
化
と

販
路
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を

目
的
に
、
新
し
い
事
業
と
し
て

｢

耕
作

放
棄
地
解
消
モ
デ
ル
事
業｣

を
創
設
い

た
し
ま
し
た
。

農
業
後
継
者
の
育
成
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、｢

農
業
後
継
者
育
成
基
金｣

に
よ
り
、
安
芸
高
田
市
内
の
高
校
卒
業

予
定
者
、
ま
た
は
、
本
市
に
住
所
を
有

す
る
28
歳
以
下
の
青
年
で
、
将
来
、
農

業
を
職
業
に
す
る
こ
と
を
目
的
に｢

広

島
県
立
農
業
技
術
大
学
校｣

へ
の
入
学

希
望
者
に
対
し
、
学
費
等
の
全
面
的
な

支
援
と
卒
業
後
３
年
間
の
実
務
研
修
も

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
応
援
の
会
の
設
立

安
芸
高
田
市
の
出
身
者
や
ゆ
か
り
の

あ
る
方
々
、
ま
た
応
援
を
い
た
だ
け
る

方
々
に
呼
び
か
け
、｢

安
芸
高
田
市
ふ

る
さ
と
応
援
の
会｣

を
平
成
23
年
度
中

に
設
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
の
幅
広
い
情
報
を
広
く
市
内
外

に
発
信
す
る
中
で
、
本
市
の
活
性
化
に

結
び
付
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
の
応
援
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
畜
産
振
興

牛
の
異
常
出
産
防
止
の
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
な

ど
畜
産
農
家
の
支
援
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

●
林
業
振
興
対
策

｢

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業｣

を

活
用
し
、
里
山
林
整
備
や
環
境
貢
献
林

整
備
、
間
伐
材
利
用
対
策
事
業
な
ど
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

林
道
の
入
江
〜
戸
島
線
開
設
事
業
は
、

平
成
22
年
度
に
地
権
者
か
ら
の
施
工
同

意
が
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

23
年
度
よ
り
実
施
設
計
及
び
一
部
工
事

に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
水
産
業
の
振
興

平
成
23
年
度
は
、
水
辺
活
用
及
び
河

川
愛
護
啓
発
の
イ
ベ
ン
ト
を
漁
業
協
同

組
合
及
び
国
土
交
通
省
と
協
働
し
て
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
商
工
業
の
振
興

新
規
卒
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
雇
用

の
確
保
に
向
け
、
地
元
企
業
へ
の
訪
問

な
ど
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
機
関
と
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
進
学
な
ど
で
市
外
に
転
出
す

る
若
者
に
対
し
て
市
内
企
業
の
就
職
情

報
や
Ｕ
タ
ー
ン
の
た
め
の
情
報
を
新
規

に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
企
業
誘
致
の
促
進

平
成
22
年
度
に
大
手
農
機
具
販
売
メ
ー

カ
ー
で
あ
る

｢

中
国
ク
ボ
タ｣

の
本
社

機
能
の
移
転
に
伴
う
本
市
へ
の
進
出
が

決
定
し
、
本
年
７
月
か
ら
本
格
稼
働
の

予
定
で
す
。

●
観
光
・
交
流

平
成
23
年
度
に
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
神
楽
と
毛
利
元
就
を
中
心
と
し

た

｢

未
来
創
造
事
業｣

に
よ
り
広
く
市

内
外
に
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
 

全
産
業
に
よ
る
異

業
種
交
流
と
地
域
内
消
費
市
場
の
最
大

活
用
 

を
テ
ー
マ
に
商
工
会
を
中
心
に

開
催
予
定
の

｢

安
芸
高
田
市
産
業
フ
ェ

ア
ー｣

(

仮
称)

に
つ
い
て
も
新
規
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
土
師
ダ
ム
周
辺
整
備

老
朽
化
し
た
土
師
ダ
ム
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
て
替
え
整
備
に

向
け
実
施
設
計
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。以

上
、
平
成
23
年
度
予
算
の
編

成
に
あ
た
り
ま
し
て
、
私
の
所
信

の
一
端
を
申
し
述
べ
、
施
政
方
針

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

6

将将
来来
へへ
向向
けけ
てて



■
整
備
す
る
目
的
っ
て
な
に
？

整
備
す
る
目
的
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
た
み
な
さ
ま
の
生
活
・
文

化
の
向
上
や
、
情
報
格
差
を
解
消
す
る

こ
と
が
大
き
な
目
的
に
な
り
ま
す
。
県

内
や
県
外
で
は
す
で
に
、
光
フ
ァ
イ
バ

整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

普
及
が
益
々
加
速
し
て
い
く
と
、
選

択
す
る
余
地
も
な
く
使
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
環
境
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
へ
広
島
県
と
共
に
補
助
金
を
出
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
回
線
整
備
を
い

た
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
な
る
環
境
の
変

化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
と
し
て
も

こ
の
よ
う
な
環
境
へ
の
対
応
を
進
め
て

い
く
必
要
性
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
し
な
い
か
ら
光

フ
ァ
イ
バ
は
い
ら
な
い
。｣

と
の
意
見

も
あ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
の
整
備
に
は
、

賛
否
両
論
、
様
々
な
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
将
来
に
向
け
て
投
資
を
し

な
け
れ
ば
ま
す
ま
す
情
報
の
格
差
が
生

じ
、
働
く
若
い
世
代
に
と
っ
て
、
生
活

し
に
く
い
状
況
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

将
来
、
光
フ
ァ
イ
バ
が
な
い
環
境
で

は
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
格
差
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
こ
れ
を
定

着
さ
せ
便
利
と
感
じ
る
に
は
そ
れ
な
り

に
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
早
め
に

整
備
を
実
施
し
て
み
ん
な
が
便
利
に
な

る
環
境
を
創
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
何
が
変
わ
る
の
？

で
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
を
整
備
す
る
と
、

何
が
変
わ
る
の
で
し
ょ
う
。
実
は
、
既

に
光
フ
ァ
イ
バ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
様
々
な
技
術
が
皆
様
の
生
活
の

中
に
は
あ
り
ま
す
。

何
も
直
接
に
ご
自
分
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
し
な
く
と
も
企
業
が
こ
れ
を
利
用

し
て
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
こ
と
や
手

続
き
や
申
請
な
ど
簡
素
で
時
間
の
短
縮

が
で
き
る
な
ど
、
企
業
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
が
増
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
金
融
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
病
院
な

ど
の
個
人
情
報
の
管
理
、
受
発
注
が
多

い
工
場
な
ど
の
商
品
管
理
な
ど
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

基
盤
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
は
重
要
な
も

の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
生
活
に

お
い
て
も
携
帯
電
話
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
通
信
機
器
に
は
、
高
速
で
大
容

量
な
情
報
を
出
し
入
れ
し
た
り
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
よ
り

通
信
環
境
や
デ
ー
タ
通
信
の
環
境
が
現

状
よ
り
改
善
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

9

放
送
と
通
信

光
フ
ァ
イ
バ
を
使
っ
て
ご
自
宅
へ
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
は
大
き
く
分
け
て

放
送
と
通
信
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

放
送
と
は
家
に
ア
ン
テ
ナ
な
ど
を
つ

け
て
電
波
を
受
信
す
る
テ
レ
ビ
の
放
送

や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
も
同
じ
仕
組
み
で
セ
ン
タ
ー
局
と
呼

ぶ
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
が
あ
っ
て
そ
れ

を
有
線
で
再
送
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
平
た
く
言
え
ば
大
き
な
共
同

ア
ン
テ
ナ
み
た
い
な
仕
組
み
で
す
。
ま

た
こ
こ
で
表
現
し
て
い
る
通
信
と
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
事
を
指
し
て
お
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に

は
情
報
の
出
し
入
れ
を
す
る
際
に
、
情

報
を
信
号
に
変
え
て
伝
送
す
る
仕
組
み

と
な
っ
て
お
り
、
情
報
を
処
理
す
る
た

め
に
は
、
心
臓
部
に
精
密
な
機
器
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
技
術
で
音
声
や

画
像
、
個
人
情
報
・
遠
隔
地
の
情
報
の

伝
送
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

豆
知
識
②
！

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
？

現
在
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
が
あ

り
ま
す
。

①
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
や
光
フ
ァ
イ
バ
を
活

用
し
た
 

有
線
 

で
利
用
で
き
る
方

法
②
携
帯
電
話
な
ど
の
よ
う
に
電
波
を
活

用
し
て
 

無
線
 

で
利
用
で
き
る
方

法ま
た
、
近
年
で
は
、
高
価
で
は
あ
り

ま
す
が
、
一
般
利
用
者
向
け
の
衛
星
を

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
に
は
こ
の

①
と
②
を
活
用
す
る
の
が
一
般
向
け
に

は
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総

称
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
の
で
す
が
、
利
用

す
る
に
は
機
械
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
械
が
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な

ど
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
こ
の
機
械

に
テ
レ
ビ
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え

て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

す
る
の
で
す
が
、
お
そ
ら
く
、
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
に
は｢

そ
も
そ
も
何
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
い
る
の
か
。｣

と

思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ひ
と
り
ひ

と
り
考
え
方
が
異
な
る
の
で
、
全
て
の

み
な
さ
ま
に
直
接
必
要
に
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
技
術

が
知
ら
な
い
内
に
社
会
の
様
々
な
と
こ

ろ
で
、
利
用
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
普
及
し

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
例
え
ば
、

携
帯
電
話
。
最
初
は
高
価
で
扱
い
に
く

く
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
利
用
し
て
い
な

い
状
況
で
し
た
が
、
こ
こ
十
五
年
程
で

持
っ
て
い
て
も
珍
し
く
な
い
社
会
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
、
い
つ
の
間
に
か

必
要
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
非
常
に

悩
ま
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

8

進
化
す
る
携
帯
電
話
。

最
近
、
画
面
を
タ
ッ
チ
し
て
操
作
す

る
携
帯
電
話
が
出
て
き
て
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な

変
化
の
大
き
な
特
徴
は
、
通
話
す
る
だ

け
の
電
話
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
と
し

て
の
機
能
が
つ
い
て
い
る
の
が
特
徴
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ド
コ
モ
の
Ⅰ

モ
ー
ド
や
ａ
ｕ
の
ｅ
ｚ
ｗ
ｅ
ｂ
機
能
と

は
異
な
り
、
幅
広
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
を
出
し
入
れ
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
ｉ
Ｐ

ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

(

ア
イ
フ
ォ
ン)

を
代
表
と

す
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
呼
ば
れ
る
規

格
の
機
種
が
各
社
出
て
き
て
お
り
、
円

滑
に
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
に
は
、

そ
の
辺
の
田
ん
ぼ
や
畑
、
道
路
に
立
っ

て
い
る
携
帯
中
継
局
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ

や
マ
イ
ク
ロ
波
と
い
っ
た
高
速
・
大
容

量
伝
送
を
可
能
と
す
る
基
盤
が
整
備
さ

れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

光
フ
ァ
イ
バ
の
必
要
性
が
も
っ
と
加
速

化
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

豆
知
識
①
！



11

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
や
技
術
を
利
用
さ
れ
て
い
な
い

方
々
に
と
っ
て
は
大
変
わ
か
り
に
く
い
内
容
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
高
度

な
技
術
は
、
日
進
月
歩
、
変
化
を
し
続
け
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
技
術
を
選
択
し
て
整
備
実
施
を
行
う
の
が
良
い
の

か
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
技
術
に
関
す
る
整
備
に
は
膨
大
な
精
密
機

器
の
導
入
や
市
内
全
域
に
渡
る
大
規
模
工
事
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
費
用
面
も
か
な
り
な
額
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

し
か
し
、
安
芸
高
田
市
だ
け
が
、
周
り
か
ら
取
り
残
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
情
報
格
差
の
解
消
を

目
指
し
、
先
を
見
据
え
た
将
来
性
の
高
い
情
報
網
の
整
備

は
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
び
の
情
報
基
盤
整
備
の
計
画
は
、
市
内
全
域
を

対
象
と
し
て
だ
れ
で
も
、
等
し
く
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー

ビ
ス
を
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
も
の
で
す
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
り
、

若
者
定
住
や
企
業
誘
致
な
ど
の
手
段
と
し
て
必
要
条
件
の

一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

光
フ
ァ
イ
バ
を
利
用
し
た
情
報
通
信
網
は
、
中
山
間
地

に
位
置
す
る
当
市
の
、
地
理
的
・
空
間
的
な
問
題
点
、
時

間
と
距
離
の
制
約
を
克
服
で
き
る
道
具
と
し
て
と
て
も
有

望
で
す
。
光
回
線
の
持
つ
潜
在
的
な
可
能
性
、
将
来
的
な

活
用
能
力
は
極
め
て
、
魅
力
的
で
す
。
今
後
の
地
域
の
活

性
化
、
ひ
い
て
は
、
将
来
に
展
望
の
あ
る
安
芸
高
田
市
が

創
出
さ
れ
る
よ
う
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
あ
ま
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
に
興
味
の
な
い
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
生
活
に
利
便
性
の
高

い
基
盤
を
検
討
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
、
計
画
に
関
す
る
こ
と
や
、
具
体
的
な
進
展
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
み
な
さ
ま
に
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
ご

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

最
後
に
！

Ｖ
(

ア
イ
ピ
ー
テ
レ
ビ)

と
い
う
サ
ー

ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
配
信
さ
れ
る
動
画
や
音
声

を
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
こ
こ
で
は
、
今
ご
覧
の
テ

レ
ビ
番
組
以
外
に
も
多
く
の
チ
ャ
ネ
ル

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
り
専
門
的
な
番

組
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
テ

レ
ビ
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
テ
レ
ビ
か

ら
の
双
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
や
通
話
、
知

り
た
い
情
報
な
ど
が
取
得
で
き
る
な
ど

多
く
の
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

残
念
な
事
に
有
料
な
の
で
す
が
、
い

ろ
ん
な
情
報
を
生
活
に
馴
染
ん
で
い
る

テ
レ
ビ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
操
作

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
単
純
に
テ
レ

ビ
を
つ
け
て
そ
れ
を
見
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
か
ら
の
メ
ー
ル
や
テ
レ
ビ
電
話
み

た
い
な
機
能
が
普
及
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■
な
ぜ
市
で
整
備
す
る
計
画
な
の
？

｢

こ
の
よ
う
な
整
備
は
民
間
企
業
が

行
う
は
ず
だ
。
な
ぜ
公
費
を
使
っ
て
整

備
す
る
計
画
を
図
る
の
か
？｣

と
思
わ

れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
民
間
企
業
が
整
備
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
一
番
望
ま
し

い
の
で
す
が
、
民
間
企
業
で
は
事
業
の

採
算
を
計
る
上
で
独
自
に
整
備
す
る
の

は
難
し
い
と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
近
隣
の
自
治
体
で
も
公
費
を

起
用
し
て
整
備
を
し
て
い
る
例
が
あ
り

ま
す
。
当
市
に
お
い
て
も
企
業
へ
の
交

渉
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
が
実
際
に
は

民
間
企
業
だ
け
で
の
整
備
は
難
し
い
の

が
現
状
で
、
公
費
を
起
用
し
て
計
画
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。

■
計
画
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど

の
よ
う
に
利
用
で
き
る
の
？

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
調
整
を
図
っ

て
詳
細
な
内
容
は
決
め
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
前
述
の
と

お
り
ど
の
お
宅
に
お
き
ま
し
て
も
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
を

提
供
す
る
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必

須
の
こ
と
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
計
画
し
て
い
る
整
備
で
は
地
デ

ジ
は
視
聴
で
き
る
の
？

現
段
階
の
計
画
で
は
、
公
設
民
営
方

式
で
安
芸
高
田
市
が
工
事
し
て
民
間
の

企
業
へ
貸
し
出
す
方
法
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
。
放
送
の
視
聴
が
で
き
る
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
貸
し
出
す
企
業
に
よ

り
視
聴
で
き
る
か
ど
う
か
が
変
わ
り
ま

す
。

■

｢

貸
し
出
す
企
業
っ
て
？｣

光
フ
ァ
イ
バ
な
ど
を
利
用
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
に
は
、
大
き
く

分
け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
地
デ
ジ
を
有

線
で
視
聴
す
る
方
法
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ

(

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ)

と
一
般
的
に
は
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
当
市
の
近
隣
の
自
治

体
で
は
こ
の
手
法
に
よ
る
整
備
を
実
施

し
て
市
で
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
民

間
で
も
運
営
さ
れ
て
い
る
企
業
が
多
数

あ
り
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
特
徴

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
独
自
の
自
主
放

送
番
組
や
デ
ー
タ
放
送
を
作
成
し
て
皆

様
の
テ
レ
ビ
へ
配
信
す
る
も
の
や
多
チ
ャ

ネ
ル
な
ど
の
何
十
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
放
送

を
配
信
す
る
も
の
な
ど
の
様
々
な
サ
ー

ビ
を
有
料
に
て
提
供
す
る
企
業
が
あ
り

ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
最
近
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
な
ど
で
よ
く
目
に
す
る

｢

フ
レ
ッ
ツ

光｣

や

｢

メ
ガ
・
エ
ッ
グ｣

の
名
称
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
や
中
国
電
力
な
ど
の
通
信
の

技
術
を
活
用
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
企
業
で
す
。

■
計
画
の
予
定
は
い
つ
頃
な
の
？

現
計
画
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
設

計
を
始
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
を
整
備
計
画
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

詳
細
な
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
、

十
分
な
協
議
を
い
た
し
ま
し
て
、
進
捗

し
て
い
く
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

10

進
化
す
る
テ
レ
ビ

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
る

方
法
と
し
て
既
存
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
テ
レ
ビ
チ
ュ
ナ
ー
を
購
入
す
る
か
？

薄
型
の
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
か
？
迷
わ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
。
最
近
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
用

薄
型
テ
レ
ビ
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
テ
レ

ビ
と
は
異
な
り
、
い
ろ
ん
な
機
能
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
機
能
の
一
つ
と

し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
Ｌ
Ａ
Ｎ

(

ラ
ン)

ケ
ー

ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
線
を
差
し
込
む
口
が

備
わ
っ
て
い
る
機
種
が
あ
り
ま
す
。

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
パ
ソ
コ
ン
が

必
要
で
は
？｣

と
思
わ
れ
て
い
る
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
ご

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
サ
ー

ビ
ス
の
中
に
、
最
近
耳
に
す
る
Ｉ
Ｐ
Ｔ

豆
知
識
③
！
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八
千
代
第
２
・
班
長

乘
田

弘
昭

八
千
代
第
４
・
班
長

岡
原

剛

八
千
代
第
４
・
団
員

小
浦

隆

美
土
里
第
１
・
団
員

山
平

修

美
土
里
第
１
・
団
員

森
田

修

美
土
里
第
２
・
団
員

大
野

政
弘

美
土
里
第
３
・
副
分
団
長

中
岡

良
次

美
土
里
第
３
・
団
員

西
本

竜
夫

美
土
里
第
４
・
班
長

竹
島
美
智
男

美
土
里
第
４
・
団
員

井
上

泰
宏

美
土
里
第
４
・
団
員

上

仁
司

美
土
里
第
４
・
団
員

宮
本

孝
幸

美
土
里
第
４
・
団
員

城
美

貢
一

高
宮
第
１
・
団
員

川
森

博
継

高
宮
第
３
・
団
員

三
戸

法
生

高
宮
第
４
・
団
員

田
村

久
夫

高
宮
第
５
・
部
長

永
井

公
平

高
宮
第
６
・
団
員

上
野

寿
彦

甲
田
機
動
・
班
長

山
本

章
博

甲
田
第
２
・
班
長

竹
下

範
明

甲
田
第
２
・
団
員

梶
田

義
則

向
原
第
１
・
班
長

鈴
川

昌
樹

向
原
第
１
・
団
員

舩
川

雅
弘

向
原
第
２
・
班
長

見
代

裕
樹

向
原
第
３
・
班
長

国
岡

学

向
原
第
３
・
団
員

有
岡

正
喜

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

功
績
章

吉
田
機
動
・
団
員

村
田

栄
二

吉
田
機
動
・
団
員

石
飛

慶
久

吉
田
第
１
・
団
員

山
本

泰
生

吉
田
第
３
・
団
員

西
山

勇
児

吉
田
第
４
・
団
員

坂
井
原

剛

八
千
代
第
１
・
団
員

児
玉

孝
治

八
千
代
第
１
・
団
員

細
田

健
志

八
千
代
第
２
・
団
員

天
清

英
幹

美
土
里
第
１
・
団
員

藤
安

功

美
土
里
第
４
・
団
員

大
道

義
明

高
宮
第
１
・
団
員

倉
谷

昌
司

高
宮
第
２
・
部
長

信
藤

清

高
宮
第
２
・
団
員

伊
藤

武
宏

高
宮
第
３
・
班
長

中
田

哲
義

高
宮
第
３
・
団
員

上
田

祐
己

高
宮
第
３
・
団
員

宮
田

保
男

高
宮
第
４
・
団
員

河
野

典
史

高
宮
第
５
・
団
員

吉
川

修

甲
田
機
動
・
団
員

積
山

洋
樹

甲
田
第
２
・
団
員

村
上

長
司

甲
田
第
７
・
団
員

高
塚

隆
二

向
原
第
２
・
団
員

安
田

勝
明

向
原
第
３
・
団
員

國
岡

浩
祐

10
年
以
上
勤
続
章

吉
田
第
２
・
団
員

山
崎

輝
夫

吉
田
第
２
・
団
員

鳥
井

憲
三

吉
田
第
３
・
団
員

西
名

真
一

吉
田
第
４
・
団
員

竹
広

英
明

吉
田
第
５
・
団
員

牛
田

利
博

吉
田
第
５
・
団
員

松
本

真
一

八
千
代
第
１
・
団
員

曾
我

淳

八
千
代
第
１
・
団
員

田
岡

秋
男

八
千
代
第
２
・
団
員

藤
本

崇
雄

八
千
代
第
３
・
団
員

田
口

真
司

八
千
代
第
４
・
団
員

青
野

誠

八
千
代
第
４
・
団
員

玉
川

一
宏

八
千
代
第
４
・
団
員

井
野

聡

八
千
代
第
４
・
団
員

渡
里

大
地

美
土
里
第
１
・
団
員

南
免
羅
和
彦

美
土
里
第
２
・
団
員

菅
原

真
二

美
土
里
第
２
・
団
員

松
下

巌

美
土
里
第
３
・
団
員

山
崎

満

高
宮
第
１
・
団
員

松
浦

志
伸

高
宮
第
１
・
団
員

芦
田
浩
一
郎

高
宮
第
３
・
団
員

稲
田

圭
介

高
宮
第
５
・
団
員

倉
 

裕
司

高
宮
第
５
・
団
員

仁
井
田
克
幸

高
宮
第
６
・
団
員

宮
根

信
彦

甲
田
第
１
・
団
員

井
上

正
芳

甲
田
第
２
・
団
員

片
岡

将
治

甲
田
第
４
・
団
員

胤
森

昭
夫

甲
田
第
７
・
班
長

立
川

義
和

向
原
第
４
・
団
員

大
田

拓
也

向
原
第
４
・
団
員

大
丸

善
弘

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
年
以
上
勤
続
章

吉
田
機
動
・
団
員

石
川

善
博

吉
田
第
４
・
団
員

船
津

崇

吉
田
第
６
・
団
員

井
上

陽
治

吉
田
第
７
・
団
員

杉
田

典
泰

八
千
代
第
１
・
団
員

渡
辺

裕
士

八
千
代
第
２
・
団
員

登
立

雅
之

八
千
代
第
２
・
団
員

城
崎

亨

八
千
代
第
４
・
団
員

冨
田

忠
良

美
土
里
第
１
・
団
員

河
端

栄
治

美
土
里
第
１
・
団
員

平
川

正
明

美
土
里
第
２
・
団
員

岩
村

忍

美
土
里
第
２
・
団
員

佐
々
木
竜
治

美
土
里
第
３
・
団
員

藤
堂

洋
介

美
土
里
第
４
・
団
員

佐
々
木

栄

高
宮
機
動
・
団
員

桑
田

茂

高
宮
第
１
・
団
員

田
中

道
俊

高
宮
第
２
・
団
員

出
張

一
樹

高
宮
第
２
・
団
員

新
庄

勇
二

高
宮
第
２
・
団
員

亀
井

徹

高
宮
第
３
・
団
員

山
 

康
弘

高
宮
第
３
・
団
員

坂
本

亨

高
宮
第
３
・
団
員

服
部

智
之

甲
田
機
動
・
団
員

新
宅

幸
一

甲
田
第
１
・
団
員

今
本

和
男

甲
田
第
１
・
団
員

深
見

輝

甲
田
第
１
・
団
員

小
井

建
一

甲
田
第
２
・
団
員

寺
本

明
生

甲
田
第
３
・
団
員

二
井
田

誠

甲
田
第
３
・
団
員

柳
本

哲
治

甲
田
第
３
・
団
員

仁
尾

諭

甲
田
第
３
・
団
員

井
上

俊
一

甲
田
第
７
・
団
員

古
玉

洋
平

向
原
第
１
・
団
員

藤
本

英
明

向
原
第
２
・
団
員

池
森

誠
治

向
原
第
２
・
団
員

下
川

敬
史

向
原
第
３
・
団
員

細
野

知
昭

向
原
第
３
・
団
員

沖
本

和
之

向
原
第
３
・
団
員

中
川

祐
一

 
 
 
 
 

団
長
感
謝
状

(

平
成
22
年
12
月
31
日
退
団)

元
所
属

元
階
級

氏
名

勤
務
年

吉
田
機
動
・
団
員

小
都

裕
靖

９
年

吉
田
第
５
・
団
員

佐
久
間

博

11
年

吉
田
第
５
・
団
員

渡
里

隆
男

６
年

吉
田
第
８
・
団
員

山
崎

哲
明

26
年

八
千
代
第
１
・
団
員

安
清

民
三

20
年

八
千
代
第
３
・
団
員

坂
口

滋

11
年

高
宮
機
動
・
団
員

前
岡

琢
也

７
年

高
宮
第
１
・
副
分
団
長

新
田

義
明

33
年

高
宮
第
１
・
団
員

小
川

和
幸

17
年

高
宮
第
２
・
副
分
団
長

伊
藤

良
治

21
年

高
宮
第
３
・
分
団
長

田
丁

義
久

25
年

高
宮
第
３
・
団
員

小
田

政
則

21
年

高
宮
第
３
・
団
員

藤
井

静
雄

20
年

高
宮
第
３
・
団
員

今
井

啓
次

11
年

高
宮
第
３
・
班
長

谷
川

正
博

16
年

高
宮
第
３
・
班
長

橋
本

治
郎

16
年

高
宮
第
６
・
班
長

今
田

和
宏

21
年

高
宮
第
６
・
団
員

佐
伯

誠

23
年

高
宮
第
６
・
団
員

阪
本

則
臣

11
年

高
宮
第
６
・
団
員

住
田

仁
司

９
年

高
宮
第
６
・
団
員

上
迫

幸
三

27
年

高
宮
第
６
・
団
員

田
村
美
智
夫

20
年

高
宮
第
６
・
団
員

土
居

昭
男

23
年

甲
田
第
３
・
分
団
長

場
正

要

29
年

向
原
機
動
・
団
員

岡
 

慎
治

６
年

団
長
感
謝
状

(

中
途
退
団
者)

(

平
成
22
年
５
月
31
日
退
団)

元
所
属

元
階
級

氏
名

勤
務
年

高
宮
第
３
・
団
員

山
光

晃
也

10
年

12

(

所
属
・
元
階
級
・
氏
名
・
勤
務
年)

※
所
属
は
略
称
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 

永
年
勤
続
功
労
章

市
消
防
団
本
部
・
副
団
長

佐
々
木

勉

美
土
里
本
部
・
副
団
長

西
本

良
基

 
 
 
 
 
 
 

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

吉
田
第
１
・
分
団
長

隅
田

克
良

吉
田
第
１
・
班
長

植
 

正
明

美
土
里
第
２
・
班
長

大
野

義
信

美
土
里
第
４
・
班
長

山
広

正
見

八
千
代
第
４
・
団
員

佐
々
木

靖

向
原
機
動
・
団
員

的
場

義
昭

 
 
 
 
 
 
 
 
 

功
績
章

市
消
防
団
本
部
・
副
団
長

角
保

雅
史

精
績
章

美
土
里
本
部
・
副
団
長

西
本

良
基

美
土
里
本
部
・
分
団
長

境
江

芳
暢

30
年
以
上
勤
続
章

八
千
代
本
部
・
副
団
長

松
本

英
治

吉
田
機
動
・
部
長

西
川

公
夫

吉
田
第
１
・
団
員

小
都

幹
夫

吉
田
第
６
・
団
員

松
村

隆
典

吉
田
第
８
・
部
長

中
田

義
和

美
土
里
第
４
・
分
団
長

的
場

巌

甲
田
第
５
・
副
分
団
長

岡
本

一
也

甲
田
第
５
・
部
長

前
川

敏
成

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
別
功
績
章

美
土
里
第
３
・
部
長

畠
田

康
信

甲
田
第
５
・
団
員

中
井
丈
二
郎

功
績
章

高
宮
本
部
・
分
団
長

猪
掛

公
詩

八
千
代
第
３
・
分
団
長

升
田

強

高
宮
機
動
・
分
団
長

中
谷

文
彦

向
原
本
部
・
分
団
長

高
藤

誠

25
年
以
上
勤
続
章

高
宮
本
部
・
副
団
長

永
 

雄
二

吉
田
機
動
・
分
団
長

富
田

浩
二

吉
田
機
動
・
班
長

中
村

幸
輔

吉
田
第
１
・
団
員

吉
井

清
樹

吉
田
第
３
・
団
員

下
土
居

強

吉
田
第
６
・
副
分
団
長

出
口

義
弘

八
千
代
第
１
・
分
団
長

恵
南
洋
一
郎

八
千
代
第
１
・
班
長

土
井

文
哉

八
千
代
第
３
・
団
員

道
沖

義
男

美
土
里
第
１
・
分
団
長

泉

恒
之

美
土
里
第
１
・
班
長

栗
本

裕
昭

美
土
里
第
１
・
班
長

岩
倉

信
之

美
土
里
第
３
・
班
長

岸
本
孝
四
郎

美
土
里
第
４
・
班
長

亀
井

康
弘

高
宮
本
部
・
分
団
長

平
田

弘
幸

高
宮
機
動
・
分
団
長

中
谷

文
彦

甲
田
第
２
・
分
団
長

水
野

愼
介

向
原
本
部
・
分
団
長

児
玉

正
俊

向
原
本
部
・
分
団
長

佐
伯

吉
宏

向
原
機
動
・
部
長

新
竹

龍
吉

向
原
第
４
・
団
員

粟
森

敏
彦

元
高
宮
第
３
・
分
団
長

田
丁

義
久

20
年
以
上
勤
続
章

吉
田
本
部
・
分
団
長

見
附

泰
信

吉
田
機
動
・
団
員

佐
々
木

徹

吉
田
第
３
・
部
長

三
谷

賢
治

吉
田
第
５
・
副
分
団
長

谷
本

章
三

吉
田
第
６
・
班
長

竹
本

忠
夫

吉
田
第
６
・
団
員

寺
本

宏
明

吉
田
第
７
・
副
分
団
長

森
末

修

八
千
代
第
１
・
副
分
団
長

竹
添

正
弘

八
千
代
第
１
・
団
員

前
岡

和
美

八
千
代
第
４
・
部
長

小
椋

隆
滋

八
千
代
第
４
・
団
員

事
崎

一
弘

美
土
里
第
２
・
団
員

藤
田

隆
幸

美
土
里
第
４
・
班
長

竹
野
内
雅
之

高
宮
第
１
・
班
長

山
縣

勳
二

高
宮
第
１
・
班
長

遠
野

誠

高
宮
第
２
・
団
員

児
玉

晃

高
宮
第
３
・
団
員

折
田

誠
輝

高
宮
第
４
・
副
分
団
長

秋
本

則
之

甲
田
第
１
・
副
分
団
長

辰
己

一
馬

甲
田
第
１
・
部
長

戸
田

盟
人

甲
田
第
２
・
班
長

山
本

康
宏

甲
田
第
５
・
班
長

前
川

清
隆

甲
田
第
６
・
部
長

田
中

安
広

向
原
機
動
・
副
分
団
長

川
野

洋
二

向
原
第
１
・
部
長

白
鷺

和
亀

向
原
第
３
・
副
分
団
長

吉
村

耕
治

元
八
千
代
第
１
・
団
員

安
清

民
三

元
高
宮
第
６
・
団
員

田
村
美
智
夫

15
年
以
上
勤
続
章

吉
田
機
動
・
団
員

前
金

幹
夫

吉
田
第
１
・
団
員

田
村

俊
雄

吉
田
第
２
・
副
分
団
長

平
本

英
孝

吉
田
第
２
・
部
長

上
田

勇

吉
田
第
３
・
班
長

増
川

啓
二

吉
田
第
３
・
団
員

川
崎

英
之

吉
田
第
４
・
団
員

佐
伯

義
隆

吉
田
第
５
・
部
長

土
居

浩
二

吉
田
第
５
・
団
員

田
中

孝
弘

吉
田
第
５
・
団
員

森
末

学

吉
田
第
６
・
団
員

宮
田

秀
登

吉
田
第
８
・
団
員

升
田

健
一

八
千
代
第
２
・
班
長

下
野

直
生

 
 

   

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

３
月
６
日

(

日)

、
安

芸
高
田
消
防
ヘ
リ
ポ
ー
ト

に
安
芸
高
田
市
消
防
団
全

団
員
８
４
７
名
の
う
ち
４

８
５
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

開
式
に
先
立
ち
、
消
防

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
会
場
上

空
に
飛
来
し
、
広
島
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け

る
と
い
う
演
出
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

団
旗
・
本
部
旗
を
先
頭

に
消
防
団
員
・
消
防
車
両

が
堂
々
と
入
場
し
て
き
ま

し
た
。
市
長
式
辞
・
消
防

団
長
訓
示
の
あ
と
、
長
年

の
消
防
団
員
の
功
労
に
対

し
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
活
動
に

理
解
と
協
力
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
事
業
所
へ
の

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
消

防
署
・
消
防
団
・
山
田
婦

人
消
防
隊
に
よ
る
豪
快
な

一
斉
放
水
で
出
初
式
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
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路
線
バ
ス(

お
太
助
バ
ス)

へ
の
質
問

Ｑ

路
線
バ
ス

(

お
太
助
バ
ス)

に

乗
る
時
も
、
予
約
が
必
要
で
す
か
。

Ａ

路
線
バ
ス

(

お
太
助
バ
ス)

に

乗
る
際
に
は
、
予
約
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
バ
ス
の
通
過
時
間
に

最
寄
り
の
バ
ス
停
等
で
、
ご
乗
車

く
だ
さ
い
。

Ｑ

フ
リ
ー
バ
ス
区
間
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ

吉
田
町
は
、
丹
比
郵
便
局
バ
ス

停
先
か
ら
津
々
羅
バ
ス
停
間
、
美

土
里
町
は
、
美
土
里
中
央
バ
ス
停

先
か
ら
塩
瀬
バ
ス
停
間
、
み
ど
り

の
森
保
育
所
バ
ス
停
先
か
ら
風
の

谷
内
山
バ
ス
停
・
曽
我
神
社
バ
ス

停
間
、
高
宮
町
・
甲
田
町
は
、
浅

塚
バ
ス
停
先
か
ら
式
敷
駅
バ
ス
停
・

船
佐
駅
バ
ス
停
間
、
向
原
町
は
、

円
光
寺
バ
ス
停
か
ら
谷
坂
バ
ス
停

間
、
川
の
内
バ
ス
停
先
か
ら
上
有

留
バ
ス
停
間
で
す
。
こ
の
区
間
内

で
あ
れ
ば
、
路
線
上
で
乗
り
降
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

路
線
バ
ス(

お
太
助
バ
ス)

の
運
行

４
月
１
日
か
ら
一
部
変
更
し
ま
す
。

朝
夕
の
路
線
バ
ス

(

お
太
助
バ
ス)

の
運
行
の
状
況
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
状
況
を
受
け
、
４
月
１
日
か
ら
、
次

の
と
お
り
、
路
線
バ
ス(

お
太
助
バ
ス)

の
運
行
を
変
更
し
ま
す
。

路
線
バ
ス(

お
太
助
バ
ス)

変
更
点

変
更
点
１

高
宮
高
校
線
の
廃
止

高
宮
高
校
の
閉
校
に
伴
い
、(

有)

高
宮
中
央
交
通
が
運
行
し
て
い
た
、
吉

田
営
業
所－

高
宮
高
校
間
が
３
月
31
日

で
廃
止
に
な
り
ま
す
。

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
た
皆
様
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今

後
は
、
朝
の
高
宮
方
面
の
移
動
に
つ
い

て
は
、
８
時
吉
田
発
の
お
太
助
ワ
ゴ
ン

を
、
ま
た
、
夕
方
の
吉
田
方
面
へ
の
移

動
に
つ
い
て
は
、
変
更
点
２
で
も
紹
介

す
る
、
17
時
22
分
船
佐
駅
発－

来
女
木－

原
田
経
由－

吉
田
営
業
所
行
き
の
路
線

バ
ス

(

お
太
助
バ
ス)

を
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
点
２

夕
方
に
増
便

15
時
か
ら
16
時
台
に
吉
田
営
業
所
や

向
原
駅
を
出
発
し
、
終
点
に
到
着
後
、

回
送
と
し
て
吉
田
営
業
所
・
向
原
駅
へ

向
け
て
走
っ
て
い
た
路
線
バ
ス

(

お
太

助
バ
ス)

の
一
部
が
、
乗
車
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

変
更
点
３

式
敷
駅
・
船
佐
駅
へ
運
行

Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
利
用
促
進
の
た
め
、

列
車
の
到
着
に
合
わ
せ
た
路
線
タ
ク
シ
ー

を
、
高
宮
支
所
か
ら
式
敷
・
船
佐
各
駅

に
そ
れ
ぞ
れ
週
２
日
、
行
き
・
帰
り
１

便
ず
つ
、
運
行
し
ま
す
。

●
運
行
の
概
要

式
敷
駅－

高
宮
支
所
間
の
運
行

■
運
行
日

月
曜
・
水
曜

■
時

間

８
時
30
分

高
宮
支
所
発

14
時
50
分

式
敷
駅
発

船
佐
駅－

高
宮
支
所
間
の
運
行

■
運
行
日

火
曜
・
金
曜

■
時

間

８
時
40
分

高
宮
支
所
発

14
時
40
分

船
佐
駅
発

●
運
行
事
業
者

(

有)

高
宮
中
央
交
通

変
更
点
４

土
曜
日
の
ダ
イ
ヤ
変
更

こ
れ
ま
で
平
日
と
同
じ
ダ
イ
ヤ
で
運

行
し
て
い
た
、
津
々
羅
線
、
上
有
留
線
、

谷
坂
線
の
土
曜
日
の
ダ
イ
ヤ
を
変
更
し
、

昼
間
に
１
往
復
運
行
を
行
い
ま
す
。

※
各
線
の
詳
し
い
ダ
イ
ヤ
は
、
４
月
以

降
に
最
寄
り
の
バ
ス
停
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

ち
ょ
っ
と
く
わ
し
く

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

全
域
運
行
開
始
か
ら
⑤
か
月

夕方の新ダイヤ
次の５系統は､ 夕方に吉田営業
所・向原駅行きの便が､ １便増便
になります｡

出発 出発地 到着地

17:11 風の谷内山 吉田営業所

17:22 船 佐 駅 吉田営業所

15:30 津 々 羅 吉田営業所

16:45 上 有 留 吉田営業所

17:25 谷 坂 向 原 駅
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株式会社高田設備
甲田運輸有限会社
有限会社ＦＵＬＬ ＨＯＵＳＥ
株式会社名明材木店
日進建設株式会社
坂田木工
大上産業株式会社
児玉向文堂
有限会社みやもと石材店
大成石油株式会社吉田給油所
財団法人八千代開発公社
辰巳商店
株式会社サニクリーン広島高宮工場
有限会社塩田工務店
株式会社モルテン美土里
株式会社山口製作所
特別養護老人ホームレークサイド土師
株式会社北屋
岡崎建設
有限会社生田モータース
社会福祉法人清風会
広島ガス高田販売株式会社
秀華園
広島イーグル株式会社
世羅印刷株式会社
有限会社ひだに
株式会社熊高組
株式会社ミドリ
山県東部生コン株式会社
有限会社オガサワラ
株式会社まるせ佐東工場
株式会社大田鋳造所千代田営業所
有限会社石樵建工
株式会社たけだ

有限会社向原ゴム工業所
広島日野自動車株式会社三次支店
益原商店
アオイ化学工業株式会社広島工場
有限会社国司衛生興業
社団法人三次市シルバー人材センター
有限会社上本組
有限会社堀川建設
クリーンコンサルタント有限会社
株式会社迫広砕石
高田舗道有限会社
万屋・油屋
カットハウスかみのり
第一コンテク株式会社
有限会社斉木砂利
株式会社クボタ建機ジャパン広島北営業所
安芸高田アグリフーズ株式会社
南条装備工業株式会社八千代工場
特別養護老人ホーム高美園
ヘアーサロン新生
有限会社大田自動車工業
農事組合法人犬伏山興産組合
株式会社高山
有限会社早川工業
株式会社向原モータース
株式会社ホワイト舎
フォレストハウジング
株式会社森末製畳所
スターライト工業株式会社広島工場
備北交通株式会社
郵便局株式会社高宮郵便局
やまびこエンジニアリング株式会社
高田郡森林組合
有限会社エヌ・エス・エス

有限会社マトバ板金
國元石材店
郵便局株式会社吉田郵便局
有限会社広島ワイエス
広島県農業共済組合連合会三次家畜診療所
株式会社テクノ西日本
社会福祉法人ひとは福祉会
サンヨー工業株式会社
株式会社八千代カントリー
住野工業株式会社高宮工場
日本テクニクス株式会社北工場
株式会社藤崎商会
株式会社和田組
株式会社中岡総合電設
中国新聞甲立販売所
杉野自動車鈑金塗装工場
有限会社金山鉄工所
有限会社矢賀谷農機商会
高橋電機向原
株式会社東京濾器大谷製作所
郵便局株式会社川根郵便局
有限会社吉田大進
グリーンテック
有限会社金川モータース
有限会社矢賀商会
社会福祉法人かつぎ会特別養護老人ホーム谷和の里
株式会社大前醤油本店
上田建設有限会社
有限会社宇丹工務所
先川建設有限会社
株式会社佐々木電機
広島北部農業協同組合
有限会社川本工務店

感謝状贈呈 消防団協力事業所 (届出順)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消
防
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
生
業
を
持
っ

て
消
防
団
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守
る
と
い
う
崇
高
な

使
命
感
か
ら
火
事
や
災
害
に
備
え
て
い

ま
す
。
会
社
勤
め
の
方
も
多
く
、
勤
務

中
の
出
動
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

消
防
団
員
が
十
分
に
活
動
で
き
る
た

め
に
は
、
事
業
所
の
理
解
と
協
力
が
ど

う
し
て
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
企
業
の

社
会
的
貢
献
と
い
う
面
か
ら
陰
で
消
防

団
員
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
事
業

所
に
対
し
て
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
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本
年
度
、
こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た｢

ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金｣

を
活
用
し
、
高
齢
者
福
祉
施
設
に
備

品
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。(

別
表)

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、
寄
附
金
の
使
途
を
指
定

で
き
、
今
回
は｢

高
齢
者
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業｣

等
を
指
定
し
て
い
た

だ
い
た
寄
附
金
約
三
百
万
円
を
活
用
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
指
定
さ
れ
た
寄
附
金
を
目
的
に
沿
っ
て
有

効
に
活
用
す
る
よ
う
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
百
楽
荘
施
設
長
コ
メ
ン
ト
】

こ
の
度
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
楽
荘
で
は
、
安

芸
高
田
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
活
用
事
業
補
助
金
を

頂
き
、
次
の
よ
う
な
備
品
を
整
備
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
会
し
ご
覧
い
た
だ
け
る

｢

52
型
液
晶
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ｣

１
台
を
食
堂
に
設
置
致

し
ま
し
て
テ
レ
ビ
番
組
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
等
に
活
用
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
画
面
が
大
き
く
見
え
や
す
い
と

皆
さ
ん
に
大
変
好
評
で
す
。

ま
た
、
寝
た
き
り
利
用
者
の
離
床
促
進
効
果
の
あ
る

｢

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車
椅
子｣

１
台
は
、
寝
た
き
り
で

行
事
参
加
や
食
堂
で
の
食
事
が
難
し
か
っ
た
方
に
利
用

頂
き
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
笑
顔
を
拝
見
し
、

職
員
と
共
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

更
に
、｢

安
全
装
置
付
き
車
椅
子｣

２
台
は
、
無
意

識
の
う
ち
に
車
椅
子
か
ら
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ず
立
ち
上

が
ら
れ
転
倒
さ
れ
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
動
的

に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
転
倒
防
止
に
役
立
っ

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂

き
、
ふ
る
さ
と
安
芸
高
田
市
を
愛
し
、
応
援
し
て
下
さ

い
ま
す
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
援
助
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
笑
顔
で
い
き
い
き
と

元
気
で
暮
ら
せ
る
高
齢
者
支
援
事
業
の
取
組
み
と
し
て

ご
配
慮
を
賜
り
ま
し
た
浜
田
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
多
く

の
関
係
者
の
皆
様
へ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
ち
と
せ
会

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
百
楽
荘

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
で

高
齢
者
福
祉
施
設
の
備
品
を
整
備
！

行
政
経
営
課

 

４
２－

５
６
２
３

向
原
町
坂
に
あ
る
株
式
会
社
東
京
濾

器
大
谷
製
作
所

(

代
表
取
締
役

大
谷

徹)

様
よ
り
た
く
さ
ん
の
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

株
式
会
社
東
京
濾
器
大
谷
製
作
所
様

に
は
毎
年
、
こ
の
時
期
に
寄
付
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

｢

地
元
企
業
と
し
て
地
域
の
役
に
立

ち
た
い
。
子
ど
も
達
の
教
育
活
動
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。｣

と
向
原
小
学
校
・

向
原
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
金
額
に
し
て

１
０
０
万
円
分
の
学
習
教
材
な
ど
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
向
原
小
学
校

(

電
子
オ
ル
ガ
ン
・
跳
び
箱
・
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
・
固
定
式
鉄
棒
・
百
葉
箱
ス

タ
ー
タ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
27
点)

・
向
原
中
学
校

(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ネ
ッ
ト
・
書
籍
・
業

務
用
ス
ト
ー
ブ
・
解
剖
ハ
サ
ミ
・
携

帯
用
酸
素
吸
入
器
な
ど
47
点)

両
校
と
も
児
童
・
生
徒
の
学
習
を
助

け
て
く
れ
る
教
材
や
学
習
し
や
す
い
環

境
を
整
え
る
た
め
の
備
品
な
ど
大
変
役

に
立
つ
も
の
を
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

市
よ
り
、
感
謝
の
意
を
込
め
て
、
感

謝
状
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
積
極
的

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

２
月
25
日

(

金)

、
大
谷
製
作
所
の

総
務
課
渡
辺
氏
が
市
役
所
を
訪
問
さ
れ
、

浜
田
市
長
よ
り
寄
付
に
対
し
て
感
謝
状

を
手
渡
し
ま
し
た
。

 

教
育
活
動
に
役
立
て
て
ほ
し
い
 

た
く
さ
ん
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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高宮高等学校の沿革

昭和23年 吉田高等学校川根分校開校
昭和23年 吉田農業高等学校船佐分校開校
昭和23年 吉田農業高等学校来原分校開校
昭和24年 高校再編により､ 広島県吉田高等学校川根

分校・船佐分校・来原分校と改称
昭和37年 川根分校・船佐分校・来原分校を統合し､

高宮分校と改称し､ 全日制分校となる｡
昭和42年 川根教場閉校
昭和43年 来原教場閉校
昭和58年 広島県立高宮高等学校となる
昭和62年 女子寄宿舎棟完成
平成元年 体育館兼講堂完成
平成23年 広島県立高宮高等学校閉校

広島県立高宮高等学校が閉校を迎えました｡

大変残念なことですが､ 広島県の高校再編計画の
中で､ 廃止が決まり､ 本年の最後の生徒が卒業する
ことで63年に及ぶ歴史が終わります｡ この間､ 1,014
名もの方が､ 卒業され､ 市内外､ 各分野で活躍され
ています｡

３月６日 (日) に卒業式と閉校式が行われ､ 会場
は悲しい雰囲気に包まれました｡ 惜しまれながら閉
校を迎えたこの日､ たくさんの卒業生や地元の方々
が集まり､ それぞれの同級生との笑いの絶えない日々
先生との数々の想い出を噛みしめました｡
最後の卒業生25名が堂々と母校を卒業していき､
これから､ それぞれの進路で､ この高宮高校で学ん
だことを生かし､ 立派に自分の道を進んでくれるこ
とでしょう｡

広広島島県県立立高高宮宮高高等等学学校校
惜惜ししままれれななががらら長長いい歴歴史史にに幕幕

最後の卒業式 中川 潔校長のことば

多くの人の支えで､ 高宮高等学校は運営されてい
ました｡“孫と走ろう会”では､ 地域の200人以上の
方に参加していただきました｡ 社会に出ると様々な
試練があります｡ 卒業されるみなさんには､“勇気
を持って最後までやり遂げるよう努力する”人間に
なってください｡

卒業生のことば 田中 玲奈さん

最初は､ 同じクラスのみんなとぎこちなかったけ
ど､ 今は､ 多くの仲間に会えてよかったと思ってい
ます｡ 両親にありがとう｡ 地域の方にありがとう｡
みんなにありがとう｡ 感謝の気持ちを伝えたい｡ 小
さな学校だから余計に､“孫といっしょに走ろう会”
など地域の方といっしょに行う行事が楽しかった｡
これから､ 親孝行をしますので､ 楽しみに待って
いてくださいね｡

感謝の閉校式 武田 薫 実行委員長のことば

63年もの歴史がありました｡ 自分は分校から独立
して､ 高宮高校になり､ 第１期生になります｡ 当時､
陸上部は休部されていましたが､ 先生の呼びかけと
地域の方の指導や手助けで､ ４カ月にして駅伝大会
に出場できるまでになりました｡ そのとき学んだ､
高宮高校の"魂"を胸に頑張っていきたい｡ これから
も卒業生同士の友好を深めていきたい｡ 全てのみな
さんに感謝しています｡

同窓生代表の惜別のことば 上野 将さん

この高宮高校でしか味わえないことがありました｡
たくさんの笑顔があり､ 人数が少ないことで､ 個人
が尊重されていました｡ どこからともなく､ ギター
の音に混じって神楽の太鼓の音が聞こえてきました｡
伝統と文化活動の盛んなまちで､ 地域の方とふれ
あうことで､ 生きることの大切さや重みを感じるこ
とができました｡
今は､ せつなく､ 悲しい想いで一杯ですが､ この
想いを忘れず､ 一生の宝物にして､ この高宮高校に
通えたことを誇りにしていきましょう｡
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ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
？

事
業
の
対
象
と
な
る
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
に
対
し
て
、
安
芸
高
田
市
内
の

指
定
業
者
で
利
用
で
き
る
１
枚
５
０
０

円
の
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

(

お
太
助
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト)

を
最
大
年
間
96
枚

交
付
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
自
動
車
税
減
免
・
軽
自
動

車
税
減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
交
付

枚
数
が
半
分
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
は
？

事
業
の
対
象
と
な
る
方
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
視
覚
・
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
で

３
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
 
・
Ａ
を
お
持
ち
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
を

お
持
ち
の
方

※
た
だ
し
、
住
所
地
特
例
で
施
設
入
所

を
さ
れ
て
他
市
の
支
援
を
う
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
や
、
他
の
移
動
支
援

に
係
る
制
度
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

は
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
ど
の
よ

う
な
時
に
利
用
で
き
る
の
か
？

お
太
助
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
は
、
利

用
制
限
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
通
院
だ

け
で
な
く
、
社
会
参
画
や
買
い
物
な
ど

で
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
乗
車
の
際
に
、
交

付
さ
れ
た
チ
ケ
ッ
ト
内
で
複
数
枚
使
用

可
能
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
方
へ

の
外
出
な
ど
に
計
画
的
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

ど
ん
な
タ
ク
シ
ー
で
チ
ケ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
の
か
？

安
芸
高
田
市
が
指
定
す
る
タ
ク
シ
ー

業
者
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
お
太
助

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
タ

ク
シ
ー
は
、
車
両
に
ス
テ
ッ
カ
ー
が
付

い
て
お
り
ま
す
。
指
定
す
る
タ
ク
シ
ー

業
者
で
あ
れ
ば
、
市
外
・
市
内
ど
ち
ら

で
も
利
用
が
可
能
で
す
。

問

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

 

４
２－

５
６
１
５

Ｆ

４
２－

２
１
３
０

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト

安
芸
高
田
市
重
度
障
害
者
外
出
支
援(

タ
ク
シ
ー

利
用
助
成)

事
業
開
始

２
月
18
日
、｢

お
太
助
情
報
キ
ッ
ト｣

の
贈
呈
・
配
布
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
太
助
情
報
キ
ッ
ト
は
、
安
全
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

的
に
、
安
芸
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
導
入
・
作
成
し
た
も
の
で
、
今
後
、

地
域
振
興
会
を
通
じ
て
、
市
内
全
戸
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

贈
呈
・
配
布
式
で
は
、
市
社
協
の
中

田
俊
三
会
長
か
ら
浜
田
市
長
へ
お
太
助

情
報
キ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
た
後
、
市
内

全
戸
へ
の
配
布
と
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
地
域
振
興
組
織
代
表
者
へ
情
報
キ
ッ

ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

お
太
助
情
報
キ
ッ
ト
と
は

急
病
な
ど
、
万
が
一
の
事
態
が
生
じ

た
場
合
に
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情
報

や
持
病
・
既
往
症
歴
を
救
急
隊
員
や
医

療
機
関
に
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
用
い

ま
す
。

お
太
助
情
報
キ
ッ
ト
の
使
用
に
つ
い
て

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
に
本
人
や

家
族
の
情
報

(

緊
急
時
の
連
絡
先
、
持

病
・
既
往
症
歴
等)

を
記
載
し
た

｢

お

太
助
情
報｣

を
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
に
保

管
し
ま
す
。

※
容
器
に
保
管
す
る
情
報

１
本
人
情
報

２
緊
急
連
絡
先
情
報

３
医
療
情
報(

持
病
・
か
か
り
つ
け
医
・

服
薬
状
況
等)

４
担
当
民
生
児
童
委
員

５
そ
の
他

(

介
護
情
報
等)

※
冷
蔵
庫
へ
の
保
管
…
冷
蔵
庫
は
一
定

の
強
度
が
あ
る
う
え
、
ど
の
家
庭
で

も
台
所
付
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
緊
急
時
の
持
ち
出
し
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

｢

お
太
助
情
報
キ
ッ
ト

(

救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト)｣

を
市
内
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
課

 

４
７－

１
２
８
１

ま
ち
づ
く
り
支
援
課

 

４
２－

５
６
１
７

このマークが目印です
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市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
25

年
度
ま
で
の
４
年
間
、
地
元
で
管
理
さ

れ
て
い
る
蛍
光
灯
や
水
銀
灯
の
防
犯
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変
更
す
る
際
、
一
定
の
条

件
に
よ
り
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
対
象

地
域
振
興
会
、
自
治
会
、
行
政
区
、

常
会
、
防
犯
灯
管
理
組
合
、
２
戸
以
上

の
世
帯
で
構
成
す
る
地
域
組
織

(

た
だ

し
、
当
該
組
織
を
運
営
す
る
規
約
を
整

備
し
た
も
の
に
限
る
。)

●
条
件

①
 

対
象
 

で
管
理
さ
れ
て
い
る
防
犯

灯
で
あ
る
こ
と

②
指
定
工
事
店
が
設
置
す
る
こ
と

●
補
助
の
額

１
基
当
た
り

３
５
、
０
０
０
円

を
上
限
と
し
ま
す
。

●
指
定
工
事
店

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

｢

市
か
ら
の
お

知
ら
せ｣
内
の

｢

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

事
業
補
助
金
に
つ
い
て｣

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
危
機
管
理
室
に
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

新
設
の
場
合

新
た
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
設
置
さ
れ

る
場
合
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
１
基
に
つ

き
、
設
置
に
要
し
た
費
用
の
４
分
の
３

以
内も

し
く
は
、
次
に
定
め
る
区
分
に
応

じ
た
額
を
上
限
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。

○
専
用
柱
を
設
置
し
な
い
と
き

２
５
、
０
０
０
円

○
専
用
柱
を
設
置
す
る
と
き

６
０
、
０
０
０
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と
は
？

 

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

(

Ｌ
Ｅ
Ｄ)

 

と

い
う
も
の
を
利
用
し
た
照
明
器
具
で
、
寿

命
が
長
く
、
故
障
し
に
く
く
、
電
球
交
換

の
よ
う
な
保
守
の
手
間
が
省
け
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
熱
照
明
と
同
じ
明
る
さ
を
作

る
の
に
必
要
な
電
力
が
少
な
く
て
済
む
と

い
う
環
境
に
優
し
い
と
さ
れ
る
照
明
で
す
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
補
助
金
を
御
利
用
く
だ

さ
い

危
機
管
理
室

 

４
２－

５
６
２
５

安
芸
高
田
市
に
は
、
農
業
、
伝
統
、

ス
ポ
ー
ツ
と
全
国
に
誇
れ
る
宝
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
３
月
８
日
を｢

三
矢
の
日｣

と
し
て
制
定
し
、
魅
力
的
な
宝
を
全
国

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

｢

三
矢｣

と
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に

安
芸
高
田
市
の
歴
史
的
英
雄
毛
利
元
就

の

｢

三
矢
の
訓｣

か
ら
来
て
い
ま
す
。

そ
の
訓
え
の
ご
と
く
、
市
と
Ｊ
Ａ
広
島

北
部
、
生
産
者
の
３
者
が
連
携
し
、
味
、

品
質
、
安
全
性
に
優
れ
た

｢

三
矢
ブ
ラ

ン
ド｣

と
い
う
農
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
誕

生
さ
せ
、
安
芸
高
田
市
が
盛
り
上
が
る

よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
。

粘
り
と
甘
み
の
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

｢

三
矢
御
膳｣

、
香
ば
し
い
香
り
と
独
特

の
甘
み
が
特
徴
の

｢

三
矢
え
び
す｣

、

風
味
と
喉
ご
し
が
抜
群
の｢

三
矢
そ
ば｣

。

ふ
れ
あ
い
た
か
た
産
直
市
を
中
心
に
販

売
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
商
品
は
、
購
入

者
か
ら
の
評
判
も
良
く
、
多
く
の
方
に

愛
好
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
月
８
日

(

火)

、｢

三
矢
の
日｣

制

定
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
た
く
さ
ん
の
方
が
詰
め
掛
け
、

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ
ロ
ビ
ー
に
展
示

さ
れ
た

｢
三
矢
ブ
ラ
ン
ド｣

三
商
品
や

｢

あ
き
た
か
た
の
た
か
ら｣

ブ
ラ
ン
ド

を
堪
能
し
、｢
三
矢
の
日｣

制
定
を
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
こ
の
安
芸
高
田
市

な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
商
品
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
と
と
も
に
、
安
芸
高

田
市
熱
が

益
々
上
昇

し
て
い
く

よ
う
、
新

商
品
の
制

作
や
神
楽

を
活
か
し

た
観
光
事

業
等
に
力

を
入
れ
て

い
き
ま
す
。

３
月
８
日
は
三
矢
の
日

毛
利
の
里

自
慢
の
逸
品
を
全
国
へ
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●広報あきたかたへの情報提供をお願いします
広報あきたかたでは､ がんばっている人､ グループ､ 全国大会へ出場する人の情報をお待ちしています｡
(紙面スペースなどにより掲載できない場合もありますので､ その際にはご了承ください｡)
あて先は､ 〒731-0592 安芸高田市吉田町吉田791番地 安芸高田市総務企画部政策企画課 ｢広報あきたかた｣ 担当係 ℡42-5612 FAX42-4376

平成22年度
第30回全国高等学校空手道選抜大会
男子団体組手
坂口 太一 (呉港高等学校)

第36回全日本バトントワリング選手権大会
ソロストラット中学校部門
近藤 紗代 (吉田中学校)

平成22年度文部科学大臣旗争奪はまなす杯
第５回全国中学生空手道選抜大会
上柳 将太 (吉田中学校)

      
          

大賞

門出 千冬 (刈田小学校) 玉村 雄飛 (吉田中学校)

八千代の丘美術館館長賞 平本 駿(可愛小)
安芸高田市教育長賞  畑 海哉(刈田小)
安芸高田市議会議長賞 甲野 博耀(刈田小)
安芸高田市市長賞 菊池 晃生(美土里中)

優秀賞
土居謙史郎(可愛小) 倉谷 悠希(来原小) 松田芙美花(美土里小)
中迫 良佑(美土里小) 石井出真奈(向原小) 西山 勇人(郷野小)
築地 真洋(高宮中) 土居充希央(八千代中) 池田 俊樹(吉田中)

        
         

昨年募集していました“観光フォトコンテスト”に89点の応募があり､ 厳正な審査の結果､ 風景部門・イベント部
門､ それぞれの賞が決定しました｡ 安芸高田市の魅力を再発見させられるすばらしい作品が数多く寄せられました｡
※４月２日 (土) に安芸高田市立八千代の丘美術館ロビーで表彰式を行うほか､ 市内各所で､ 展示会を行う予定です｡

                        

優秀賞 (２点)
向田 和昭 (甲田町)
｢霧の中の唯称園｣
高木 正道 (三次市)
｢錦繍｣

入選 (５点)
澤田 昇(三次市)
末岡 一登(広島市東区)

松浦 定(広島市中区)
原 常敏(吉田町)
田中 努(呉市)

特別賞 (３点)
歌野原 清(東広島市)
大歳 弘(広島市東区)
Robert Swier(八千代町)

〈風景部門〉最優秀賞
｢紅葉の墓所｣
下甲 英昭 (吉田町)

〈イベント部門〉最優秀賞
｢神祇舞い｣ 松岡 和紘 (吉田町)

優秀賞 (２点)
傅道 秀樹 (八千代町)
｢奇稲田姫｣
橋本 利治 (吉田町)
｢子供歌舞伎｣

入選 (５点)
長谷川幸登(広島市安佐南区)
冨田三代子(八千代町)

真田 正之(広島市安佐南区)
和泉 鉄美(広島市安佐南区)
小原三津枝(広島市安佐北区)

特別賞 (３点)
荒川 勇二(広島市安佐北区)
谷口 久子(広島市安佐南区)
佐々木英輔
(神奈川県横浜市鶴見区)

壮行会に出席した上柳さんと近藤さん
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高
齢
者
運
転
免
許
の

自
主
返
納
を
サ
ポ
ー
ト

安
芸
高
田
市
は
、
高
齢
化
率

(

33

％)

の
進
ん
だ
町
で
す
。
中
山
間
地

域
で
生
活
を
す
る
高
齢
者
に
と
っ
て
、

運
転
免
許
は
、
生
活
の
必
需
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
平
成
22
年
の
安
芸
高
田

市
に
お
け
る
事
故
件
数
は
１
２
３
件

で
、
そ
の
内
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

事
故
件
数
は
38
件
で
全
体
の
31
％
と

非
常
に
高
い
水
準
で
あ
り
ま
す
。
警

察
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
が
原
因
と
な
る
、
交
通
事
故
は

益
々
増
え
る
傾
向
で
あ
り
ま
す
。
耳

が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
目
が

見
え
ず
ら
く
な
っ
た
り
し
て
自
分
の

運
転
に
自
信
が
な
く
な
り
、
不
安
を

感
じ
て
居
ら
れ
る
お
年
よ
り
が
沢
山

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
、
事
故
の
増

加
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

高
齢
者
運
転
免
許
の
自
主
返
納
が
望

ま
れ
ま
す
。

集
落
が
点
在
す
る
典
型
的
な
中
山

間
地
域
の
安
芸
高
田
市
で
は
、
高
齢

者
が
自
立
し
て
生
活
す
る
に
は
、
運

転
免
許
は
大
切
な
生
活
の
手
段
で
あ

り
ま
す
。
免
許
を
返
納
し
て
も
、
生

活
に
不
便
を
与
え
な
い
仕
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
幸
い
、
安

芸
高
田
市
で
は
、
昨
年
か
ら
新
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム

｢

お
太
助
ワ
ゴ
ン｣

を
市
内
全
域
で
運
行
し
て
、
運
転
手

段
を
持
た
な
い
市
民
の
皆
様
に
活
用

頂
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
安
芸
高
田
市
で
は
、

安
全
・
安
心
の
町
づ
く
り
の
一
貫
と

し
て

｢

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
運
転
免
許

返
納
支
援
事
業｣

を
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
身
体
の
機
能
の
低
下
を
感
じ
ら

れ
る
、
75
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
が
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ

る
場
合
、｢

お
太
助
ワ
ゴ
ン｣

の
回

数
券
を
配
布
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
は
、
行
政
の
支
援
の

み
な
ら
ず
、
協
賛
企
業
を
つ
の
り
免

許
返
納
者
へ
の
特
典
を
拡
大
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

事
業
の
主
旨
を
当
事
者
は
も
と
よ
り

市
民
の
皆
様
が
十
分
に
理
解
さ
れ
、

安
芸
高
田
市
の
事
故
激
減
を
願
う
も

の
で
あ
り
ま
す
。

    

  

   

ワイド版

市
内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の
完
全
給
食

へ
向
け
て
、
安
芸
高
田
市
給
食
セ
ン
タ
ー

が
い
よ
い
よ
完
成
し
、
稼
働
を
始
め
ま

す
。２

月
28
日
に
、
地
元
住
民
の
方
な
ど

多
く
の
来
賓
を
お
招
き
し
、
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
給
食
セ
ン
タ
ー
は
八
千

代
町
土
師
に
あ
る
ア
グ
リ
フ
ー
ズ
の
隣

に
建
設
さ
れ
、
地
上
２
階
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
建
築
面
積
約
１
３
０
７
平

方
メ
ー
ト
ル

(

約
３
９
５
坪)

、
延
べ

床
面
積
約
１
、
９
２
７
平
方
メ
ー
ト
ル

(

５
８
３
坪)

の
広
さ
を
持
っ
て
い
ま

す
。
保
育
所
が
10
、
幼
稚
園
が
１
、
小

学
校
が
13
、
中
学
校
が
６
。
全
部
で
30

箇
所
。
一
日
に
最
大
で
３
、
１
０
０
食

分
を
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
、
30
箇
所
に
８
台
の
配
送
車
で
、

配
送
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
、
４
月
か
ら
の
本
稼
働
に
向
け

て
、
調
理
器
具
な
ど
入
念
な
テ
ス
ト
を

行
い
、
給
食
の
調
理
方
法
・
調
理
工
程

な
ど
、
十
分
に
確
認
し
な
が
ら
、
安
全

で
安
心
で
き
、
美
味
し
い
給
食
を
調
理

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

安
芸
高
田
市
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成
式

落成式 来賓によるテープカット 安芸高田市給食センター
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安芸高田市に提言します!!
安芸高田市生徒議会開催

生活の中で問題を見つけ､ 資料を収集し､
提言する｡ ２月15日(火)､ 安芸高田市議場
で向原中２年生による安芸高田市生徒議会
が開かれました｡ ｢歩道・防犯灯の設置｣
｢少子化対策｣ ｢市広報のあり方｣ 等､ 非常
に重要な提案を行い､ 市からの答弁を受け
ました｡ 議会に参加した向原中２年の奥田
葵議員は ｢いい経験が出来た｡ これから大
勢の前で意見を言う時､ 今日の経験がきっ
と役に立つ｣ と､ 収穫を語っていました｡

フルオーケストラの壮重な音色
広島交響楽団安芸高田市演奏会

柔らかく包みこまれるようで､ それでいて
身内から湧き上がってくる感動､ 鳥肌｡ ３月
９日 (水)､ 広島交響楽団がついにクリスタ
ルアージョで演奏会を行いました｡ 今まで小
学生を対象にしたコンサートは行われてきま
したが､ フルオーケストラが安芸高田市で演
奏するのは初めて｡ ベートーヴェンの ｢運命｣
やスメタナの ｢モルダウ｣ 等､ 誰もが知って
いる有名な曲を､ 広島交響楽団らしく平和へ
の祈りの中で､ 華麗に荘厳に響かせました｡

“文化を守ることで絆がうまれる”
安芸高田市民フォーラム

２月27日 (日) 生涯学習センターまなびで開か
れました｡ 最初に､ 美土里小６年のみなさんが
｢劇 どんぐりと山ねこ｣ を披露され､ 続いて､
活動報告として､ 神楽門前湯治村､ 歴史民俗博物
館の報告がなされました｡ 続いて､ 10名の方によ
り ｢歴史・文化資源を活用したまちづくり｣ をテー
マに討論がなされ､ ｢文化・伝統を守ることはと
ても難しくなっている｡ しかし､ このことが世代
を越え､ 地域の中での絆を深めることに役だって
いる｣ というような意見が出されていました｡

第16回安芸高田市空手道大会
及び第28回甲田空手道大会
優勝者の動きは､ 手のひらの先までピンと伸び､ 小
さな動きにも神経が集中され､ 気合いが溢れています｡
大会では､ 緊張し､ 余計に日頃の練習量が結果にあら
われます｡ ２月27日のこの大会､ 見事優勝されたのは
次の方です｡
形試合の部
７級以下浅井天汰､ ６級～４級浅井風香､
３級～初段国岡司､
組手試合個人戦の部
男子小１～３年浅井天汰､ 男子中学生菊池晃生､
女子小１～３年浅井咲香､ 女子小４～６年今本瑠里
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これからの多文化共生を考える
安芸高田市多文化共生フォーラム
３月12日 (土) クリスタルアージョでの ｢多文化共
生｣ を考えるフォーラムに約350人が集まりました｡
第一部は､ 司会者､ パネラー６名の意見交換｡ ｢外

国の方がおむすびをつくると丸くなって三角にするの
が難しい｡ 外国の方も日本文化を教えてもらいたいと
感じている方は多いのですよ｡｣ という外国の方が感
じていることの紹介などがありました｡
第二部では､ 共に手を取り合う温かなまちづくりと
いうことで映画・テレビでお馴染みの浜美枝さんの講
演がありました｡

―奪取―タイトル獲得へ向けて!!
サンフレッチェ広島必勝祈願

｢今年はタイトル獲得を目指す｣ ペトロヴィッチ監督は高らかに宣言しました｡ ３月２日(水)､

大雪で延期になっていたサンフレッチェ広島の必勝祈願行事が清神社で開催されました｡ 武者に伴

われて境内に上った選手たちは､ 玉
たま

串
ぐし

奉
ほう

奠
てん

､ 必勝三矢贈呈と厳かに進む式典の中で意気を高めてい

きます｡

サンフレッチェ広島の活躍は､ マザータウンである安芸高田市の活性化にも繋がります｡ 安芸高

田市から応援団が駆けつけた３月５日 (土) の開幕戦は､ ベガルタ仙台を相手に引き分けに終わり

ましたが､ これから調子を上げてよいシーズンを送ってくれるよう､ 市民一丸で応援しましょう｡

まだまだあきらめない｡ 夢に向かって！
サンフレッチェ広島ユース３年生を送る会

三年間の想いを胸に11名が三矢寮を離れてい
きます｡ ２月28日 (月)､ 寮に残る１・２年生
をはじめたくさんの関係者が集まり､ 第16期生
となる３年生を送る会が開かれました｡ 卒業生
ひとりひとりが､ 思い出を語り､ こみ上げる想
いに声を震わせながら､ 感謝の気持ちを伝えま
した｡ ３年間､ 熱い思いで選手を見てきた森山
監督は全員に ｢大きく成長してサンフレッチェ
広島に､ 帰ってきてくれることを期待していま
す｡｣ と激励のことばを送りました｡



25 24

火
入
れ
、
た
き
火
等
に
注
意
！

こ
の
季
節
は
全
国
的
に
多
く
の
火
災

が
発
生
し
て
お
り
、
安
芸
高
田
市
で
も

一
年
を
通
じ
て
火
災
が
多
発
す
る
時
季

を
迎
え
て
い
ま
す
。
過
去
３
年
の
統
計

で
も
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。安

芸
高
田
市
で
発
生
す
る
火
災
の
約

半
数
が
、
３
月
か
ら
５
月
の
３
カ
月
間

で
発
生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

火
災
の
特
徴
と
し
て
は
、
火
入
れ

(

山

林
原
野
の
枯
れ
草
や
田
畑
の
あ
ぜ
草
な

ど
を
焼
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。)

か
ら

林
野
火
災
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う

で
す
。

強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
火
入
れ
、

た
き
火
等
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
、
火

の
取
り
扱
い
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物
を

一
定
数
量
以
上
取
り
扱
う
場
合
は
、
危

険
物
取
扱
者
の
資
格
が
必
要
で
す
。
こ

の
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
日

平
成
23
年
６
月
26
日

(

日)

■
試
験
地
・
試
験
種
類

広
島
市
・
全
種

三
次
市
・
乙
種
、
丙
種

■
受
付
期
間

・
書
面
申
請

４
月
22
日(

金)

〜
５
月
６
日(

金)

・
電
子
申
請

４
月
19
日(

火)

〜
５
月
３
日(

火)

■
願
書
受
付
場
所

(

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
広
島

県
支
部

※
電
子
申
請
に
つ
い
て
は(

財)

消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

■
願
書
配
布
場
所

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
及
び
市
役
所

各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

安
芸
高
田
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

電
話

０
８
２
６－

４
２－

０
９
３
１(

代)

危
険
物
取
扱
者
免
状
の

写
真
書
換
え

免
状
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
10
年
経

過
し
た
も
の
は
、
写
真
の
書
換
え
が
必

要
で
す
。
お
持
ち
の
免
状
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

火
災
か
ら
大
切
な
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

1件

94件

3件

1件

火 災

救 急

救 助

そ の 他

２月

(20件)

(1,359件)

(23件)

(37件)

年間火災
件数

３～５月
火災件数

平成20年 30件 14件

平成21年 33件 21件

平成22年 20件 9件

設置期限
まであと
６７日
です｡

(平成23年
３月24日現在)



月日･受付時間 会 場 相 談 員 お 知 ら せ
４月６日(水)
10:00～15:00

(美土里)
山村開発センター 心理相談員 要予約 (予約先：保健

医療課 42‐5633))
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図書館でのおはなし会(４月)
●甲田図書館かみしばい会
日４月２日 (土) 10：30～
場ミューズ ２階研修室

●高宮図書館おはなしタイム
日４月９日 (土) 10：30～
場田園パラッツォ 民族資料館

●八千代図書館おはなし会
日４月16日 (土) 11：15～11：45
場八千代人権福祉センター おはなしのへや

●中央図書館おはなし会 (対象：０歳から４歳児)
日４月21日 (木)
10：30～ (０歳から２歳児対象)
11：00～ (３歳から４歳児対象)

場クリスタルアージョ 研修室203

●中央図書館絵本と紙芝居のおはなし会 (対象：５歳児から)
日４月23日 (土) 14：00～
場中央図書館 和室

乳幼児期からの生活習慣づくり
早寝・早起きを心がけましょう

４月は､ 子どもたちにとって､ 入園､ 入学､ 進級と新

しい生活のスタートの時期です｡

乳幼児期からの生活習慣は､ 子どもの発育や成長に大

きな影響を与えると言われています｡ そのためにも､ 生

活習慣の基礎が作られる乳幼児期から規則正しい生活習

慣を身につけることが大切です｡

平成21年度の安芸高田市の１歳６か月児健康診査､ ３

歳児健康診査時に実施したアンケートによれば､ 起きる

時間が７時台､ 寝る時間が21時台という子どもさんが多

い反面､ 22時以降の遅い時間に寝るという子どもさんも

２割程度みられました｡

【早起きを勧める理由】
朝はしっかり食事をとる時間が必要です｡ 洗面､ 歯磨

き､ 着替え､ 排泄など出かけるまでの朝の準備にも時間

が必要です｡ 朝の時間に余裕がないとどうしても ｢早く

しなさい!!｣ と怒りがちになってしまいます｡

毎朝､ 同じ時間(６時～７時の間)に起こしてあげましょ

う｡

【早寝を勧める理由】
睡眠サイクルを整えるメラトニンというホルモンは､

朝､ 光を浴びて14時間～16時間後になると分泌が始まる

と言われており､ 夜であっても明るい環境にいると分泌

しなくなるという特徴があります｡ その他にも睡眠の前

半には成長ホルモン､ 朝方にはストレスに対応するホル

モンが分泌されます｡

毎日､ できるだけ同じ時間に布団に入りましょう｡ 規

則正しい睡眠が子どもの心身の成長や情緒の安定にとて

も大切になります｡

生活習慣は自然には身につきません｡ 子どもたちが､

健康な心と身体で元気いっぱいの新年度をスタートする

ことができるように､ 家族みんなで生活習慣を見直して

みましょう｡

月日・時間 対象 会場 申込期間 内容など

のびのび教室
～親子で
クッキング～
４月20日(水)
10:00～13:30

１歳
７か月児～

(吉田)
クリスタル
アージョ
１階
調理室

４月12日～

４月19日

★親子で一緒に料理
にチャレンジして
みよう！
★持参物：エプロン
(親子とも) ・タ
オル
★参加費：一家族
300円

すくすく教室
～すくすく
離乳食～

４月15日(金)
10:00～11:30

生後
５か月児～

１歳
６か月児

(吉田)
中央保健
センター
３階

４月８日～

４月14日

★お口の発達にあっ
た離乳食をすすめ
よう！
・離乳食の実演と試食
・お口のケアについ
ての話

【乳幼児健康教室】

月日・受付期間 会 場 相談内容 お 知 ら せ

４月５日(火)
10:00～11:30

(高宮)
基幹集落センター

●育児相談
●４か月児相談
●２歳６か月児
相談

※４か月児相談､
２歳６か月児相
談の対象児には
個人通知します｡
対象：４か月児相
談は平成22年12
月生まれ｡
２歳６か月児相
談は平成20年10
月生まれ｡
※内容：身体測定
・食生活・歯・
育児全般におけ
る相談
※現在使用してい
る歯ブラシをご
持参ください｡

４月８日(金)
10:00～11:30
13:00～14:30

(吉田)
中央保健センター

４月12日(火)
10:00～11:30

(八千代)
人権福祉センター

４月13日(水)
10:00～11:30

(向原)
保健センター

４月19日(火)
10:00～11:30

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

４月27日(水)
10:00～11:30

(美土里)
山村開発センター

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です｡ お気軽に
ご参加ください｡

【子育て相談会】 ※個別相談で､ 予約が必要です

※心の発達や言葉､ 子育てについて相談に応じます｡

※参加希望の方は､ 保健医療課 ( 42‐5633) へお申込くだ
さい｡ 1

げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー｡
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します｡
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子育て支援センター
クリスタルアージョ１階にあるプレイルー
ムは､ 子育て中の親子が集い交流しあえる
場所です｡ ３歳までのお子様向けのオモチャ
を置いていますので保護者の方と一緒にお

気軽にご利用下さい｡ おしゃべりをして､ ホッと一息しませんか｡
■移 転 先 クリスタルアージョ１階 エレベーター正面
■利用時間 月曜日～金曜日 ８：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物 水分補給の飲み物､ 汗拭きタオル､ バスタオル､ 着替え
■今年度の親子体操は年齢別に行います｡
※御兄弟を連れてこられても大丈夫です｡
■実際の活動時間は45分程度ですが､ 人数により時間延長する場合が
ありますのでご了承ください｡
■ご予約は必要ありません｡
■お問い合わせ 子育て支援センター (ＴＥＬ ４７－１２８３)

【子育て相談】
子育て支援センターでは､ 家庭児童相談員・母子自立支援員・保健

師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相談に応じています｡ お
子様と一緒にお気軽においでください｡
〈電話での相談も受け付けています｡〉
■受付時間 月曜～金曜日 ８：30～17：15 ℡47-1283

【西部こども家庭センター定期巡回相談】
子どもさんの発達や行動､ 子育ての悩みについて､ 相談に応じます｡
18歳未満の方の療育手帳の判定も行なっています｡

と き と こ ろ 内 容
４月19日 (火)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

中央保健センター ２階
健康推進室
(吉田町)

親子体操
＊対象年齢
０歳～１歳

４月26日 (火)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

中央保健センター ２階
健康推進室
(吉田町)

親子体操
＊対象年齢
２歳～４歳

４月27日 (水)
10:00～10:15 受付
10:15～11:00 活動

ふれあいセンターこうだ
会議室
(甲田町)

親子体操
＊対象年齢
０歳～４歳

月日･受付時間 対 象 会 場

４月７日(木)
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H19年10月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

４月14日(木)
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H21年９月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

４月21日(木)
13:00～13:15

乳児健康診査
・H22年６月生まれ

(吉田)
中央保健
センター

※健診内容は､ 診察､ 身体計測､ 食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談｡
※対象児には個人通知します｡

八
千
代
南
保
育
園
お
別
れ
会
／

３
月
４
日(

金)

で
の
一
コ
マ

ひ
の
川
幼
稚
園
卒
園
茶
会
／

３
月
７
日(

月)

で
の
一
コ
マ

月日・受付時間 会場 内容 お知らせ
４月18日(月)
10:30～15:00

(吉田)
中央保健センター

判定(児童心理司)
相談(児童福祉司)

要予約 (予約先：社
会福祉課  42-5615)

園庭開放・体験入園日程
子どもたちは友だちと遊んだり､ お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます｡ そのかたわらで､ お母さんたちは育
児の悩みなど情報交換もできます｡
●持って来るもの お茶・タオル・着替え

日 時 保育所・幼稚園名 内 容

４月１４日 (木)
10：00～11：30 ひまわり保育所 園 庭 開 放

４月１９日 (火)
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

４月１９日 (火)
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

４月２１日 (木)
9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

４月２７日 (水)
9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園

４月２８日 (木)
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

◆下記の保育園は､ 随時園庭開放を行っております｡ 行事の
都合がありますので､ 保育園にお問い合わせください｡
刈田保育園 ℡ ５２－２０９９
八千代南保育園 ℡ ５２－３０４８
可愛保育園 ℡ ４３－１７７６

                 

日 ４月26日 (火) ９:30～11:30
場 中央保健センター ３階
【内 容】第１回 ｢マタニティーライフを楽しもう!!｣

★妊娠中から始めるエクササイズで骨盤ケア♪
★ママの変化とベビーの成長♪
★健やかな妊婦生活♪
★知っておきたい安芸高田市の制度♪

【担 当】助産師・保健師
【対 象 者】妊婦さん (状態が安定している方) と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加・託児希望には予約 (保健医療課 42-56

33) が必要です｡
※４月から骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので､ 動き
やすい服装でおいでください｡
※３回シリーズですが､ いつからでも参加できます｡ 次回は５
月31日 (火) を予定｡
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H23年度ポリオ日程

平成23年度春期のポリオ予防接種を次のとおり行います｡
ポリオを接種されますと間隔を27日以上あけないと他の
接種ができません｡ 計画的に接種をおこなってください｡
最寄りの会場でご都合のつかない方は､ 子どもさんが生
後３か月を経過されていることを確認の上､ 保健医療課ま
で連絡ください｡

【春期ポリオ予防接種日程表】

問 保健医療課
 ４２－５６３３

           

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

断酒会
広島断酒会ふたば会 中田克宣
 090-4802-1865
※詳しい内容はお問合せください｡

日 ４月10日 (日) 13：30～15：30
４月15日 (金) 19：00～21：00
４月29日 (金) 19：00～21：00

場 吉田人権会館ハートプラザよしだ
日 ４月１日 (金) 19：00～21：00
場 ふれあいプラザ向原

４月２日は世界自閉症啓発デーです
社会福祉課  ４２－５６１５

自閉症は､ 自分の殻に閉じこもっている状態と考え
られたり､ 親の育て方の問題と思われることがありま
すが､ これは誤解です｡
脳の機能の状態から､ 人との関わりがうまくできな
いことや､ 気持ちがうまく伝えられない､ 他人の言葉
の意図が分からない､ こだわり､ 社会の規則がなかな
か理解できないことがあるなど､ アンバランスに発達
することです｡ 社会参加に必要な言動や常識が自然に
身につくという過程の発達がとても遅いのです｡ 反面､
純粋で自分の感じたままに行動したり､ 感覚や記憶が
優れている人もいます｡ 自閉症の人たちは､ 周囲の愛
情と支援によって大きく育つことができます｡
世界自閉症啓発デー・日本実行委員会では毎年４月
２日～８日を発達障害啓発週間として､ 発達障害につ
いての啓発活動に取り組んでいます｡ 詳しくは､ 公式
サイトで見ることができます｡
(http://www.worldautismawarenessday.jp/)

健康あきたかた21推進協議会
        食生活・歯の健康部会

保健医療課 栄養士

わわがが家家ののおすすめ一品
保存可能！ 箸休めにもどうぞ！

今月はたけのこの酢みそ漬けです｡
たけのこは食物繊維が豊富な食材です｡
食物繊維は便秘の予防・改善だけでなく､
大腸がんの予防やコレステロールの吸収
を防ぐ働きもあります｡
またカリウムも多く含んでいるので､
塩分を体外に排出する効果があり高血圧
予防にもなります｡

たけのこは､ 昔から ｢たけのこを掘り始めたら､ お湯
をわかしておけ｣ と言われるほど手早く下ゆでする事が
大事です｡ ゆでる時に入れる糠は､ たけのこのえぐみや
アクの成分を和らげる作用があります｡
ゆでた後は､ 水に浸して密封容器に入れ冷蔵庫で保存
し､ 時々水を入れ替えれば10日ぐらいもちます｡

★食生活に関するご相談は､ お気軽に保健医療課 栄養
士にお問い合わせください｡ (℡ ４２－５６３３)

♪材料・分量 (おおむね４人分) ♪
・ゆでたけのこ ２本(500g)
・調味料A

 赤みそ 150g
 
 酢 大さじ2
 
 みりん 大さじ2
 
 砂糖 大さじ2

♪つくり方♪
① 調味料Aをよく混ぜ合わせておく｡
② たけのこを縦半分に切る｡
③ 容器にたけのこを入れAとよく混ぜ合わせ､ 全体
をラップで覆い､ ２時間以上浸ける｡
④ 酢みそを軽くしごき取り､ 食べやすく切ってもる｡

★③の状態で冷蔵庫に入れれば､ ２～３日保存できる｡

≪高宮町 宮林康子さんからの一品≫

…

…………
……………
………
…………

たけのこの酢みそ漬け

実施月日 受付時間 対象者生年月日 会 場

４月
５日(火)

13:00～
13:15

Ｈ22.１.１～
Ｈ22.９.30

(吉田)
中央保健センター

６日(水) 13:00～
13:15

Ｈ15.10.８～
Ｈ23.１.６

(向原)
保健センター

８日(金) 13:00～
13:15

Ｈ15.10.10～
Ｈ23.１.８

(美土里)
山村開発センター１階

12日(火) 13:00～
13:15

Ｈ15.10.14～
Ｈ21.12.31

(吉田)
中央保健センター

13日(水) 13:00～
13:15

Ｈ15.10.15～
Ｈ23.１.13

(甲田)
ふれあいセンターこうだ

19日(火) 13:00～
13:15

Ｈ15.10.21～
Ｈ23.１.19

(高宮)
基幹集落センター

22日(金) 13:15～
13:30

Ｈ15.10.24～
Ｈ23.１.22

(八千代)
人権福祉センター

28日(木) 13:00～
13:15

Ｈ22.10.１～
Ｈ23.１.28

(吉田)
中央保健センター
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●
医
療
費
が
国
保
財
政
を
圧
迫

し
て
い
ま
す

私
た
ち
が
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
っ
て
い
る
の
は
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
一
部

(

１
割
〜
３

割)

で
、
残
り
は
国
民
健
康
保

険

(

国
保)

や
後
期
高
齢
者
医

療

(

長
寿
医
療)

が
負
担
し
て

い
ま
す
。

多
額
の
医
療
費
が
国
保
財
政

を
圧
迫
し
、
も
し
医
療
費
の
増

加
傾
向
が
続
け
ば
、
皆
さ
ん
の

国
民
健
康
保
険
税
の
大
幅
な
引

き
上
げ
や
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

国
保
財
政
の
破
綻
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

医
療
費
の
増
加
の
原
因
の
ひ

と
つ
に
生
活
習
慣
病
が
あ
り
ま

す
。も

し
、
あ
な
た
の
親
し
い
人

が
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な

ど
の
生
活
習
慣
病
で
亡
く
な
っ

て
し
ま
う
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
？こ

の
生
活
習
慣
病
の
前
段
階

と
な
る
の
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム

(

内
臓
脂
肪
症

候
群)

な
の
で
す
。

●

｢

特
定
健
康
診
査｣

を
活
か

し
ま
し
ょ
う

｢

特
定
健
康
診
査｣

は
、
こ

れ
ま
で
の｢

病
気
の
早
期
発
見｣

か
ら

｢

病
気
に
な
る
前
に
リ
ス

ク
を
見
つ
け
予
防｣

す
る
健
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。

｢
特
定
健
康
診
査｣

で
異
常

を
見
つ
け
、
自
覚
症
状
が
な
い

う
ち
に
予
防
や
治
療
を
始
め
る

の
と
、
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら

医
療
機
関
を
受
診
す
る
の
と
で

は
、
あ
な
た
自
身
や
家
族
の
負

担
に
大
き
な
違
い
が
出
て
き
ま

す
。

●
特
定
健
診
か
ら
は
じ
め
る
健

康
づ
く
り

忙
し
い
か
ら
と
自
分
の
健
康

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
と
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
生
活
習
慣

病
が
す
す
み
、
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
健
康
に
自
信
が
あ
る

人
ほ
ど
、
め
っ
た
に
病
院
に
行

か
ず
、
体
の
異
変
を
見
逃
し
て

し
ま
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

安
芸
高
田
市
の
国
民
健
康
保

険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
は

｢

総
合
健
診｣

・

｢

個
別
医
療
機
関
健
診｣

の
自

己
負
担
金
は
、
無
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、｢

人
間
ド
ッ
ク
健
診｣

も
、
指
定
し
た
医
療
機
関
で
受

診
さ
れ
る
と
、
一
定
金
額
の
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
年
に
１
度
生
活
習
慣
を
見

直
す
き
っ
か
け
と
し
て
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
保
健
医
療
課

(

 

４
２
―

５
６
１
９)

ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

平成22年１2月診療分
１人当たり費用額 (単位：円)

安芸高田市 県平均 県内順位

一 般 23,762 23,240 12

退職本人 27,821 27,909 14

退職扶養 25,931 22,420 6

全被保険者 24,234 23,470 14

(※県内順位・・県内23市町で１人当たり費用額)

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
健
診
ス
ロ
ー
ガ
ン

健
診
を
受
け
よ
う
！

健
診
結
果
か
ら
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
！

第
１
回
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

特
定
検
診
、
が
ん
検
診
等
の
申
し
込
み
を
し
ま
し
ょ
う

安
芸
高
田
市
で
は
次
の
３
種
類
の
健
診
か
ら
１
つ
選
べ
ま
す
。

①
総

合

健

診
…
…
６
月
か
ら
７
月
に
市
内
９
会
場
で
健
診
車
が
巡
回
し
、

特
定
健
診
、
が
ん
検
診
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
人
間
ド
ッ
ク
健
診
…
…
11
か
所
の
医
療
機
関
か
ら
受
診
希
望
の
医
療
機
関
を

選
び
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
等
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

③
個
別
医
療
機
関
健
診
…
…
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
に
お
い
て
特
定
健
診
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
３
つ
の
健
診
の
詳
細
・

申
し
込
み
方
法
は
、
３
月
24
日(

木)

付
け
で
各
戸
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

｢

平
成
23
年
度

健
康
診
断

の
お
知
ら
せ｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
添
付
の
申
込
書
に
ご

記
入
の
う
え
保
健
医
療
課
ま
た
は
各

支
所
ま
で
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。(

４
月
28
日(

木)

申
込
締
切

厳
守)次

の
表
は
、
広
島
県
内
の
特
定
健

診
受
診
率
の
高
い
市
町
で
す
。
安
芸

高
田
市
の
受
診
率
は
高
い
方
に
位
置

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
の
目

標
受
診
率
は
、
65
％
と
定
め
て
い
ま

す
。
是
非
、
健
診
を
受
け
て
、
健
や

か
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 

   

｢

み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち｣

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中
！

国民健康保険特定健診受診率

順位 平成20年度 平成21年度

1 安芸高田市 52.8% 神石高原町 49.6%

2 神石高原町 45.2% 安芸高田市 48.7%

3 安芸太田町 43.4% 安芸太田町 43.6%

4 熊野町 39.0% 熊野町 37.2%

5 庄原市 32.6% 北広島町 35.7%

県平均 17.6% 17.9%

全国平均 30.8%
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